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馬嬉’論 増■■■■■■■■
森林・木質資源を活用した
循環型システムの構築
－林業再生と温'暖化防止に向けて－
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焦点になってきた並材・低質材の利用

日本の林業はなぜこうも振るわないのか。国内の森林蓄積量は年々増加してい

るというのに，木材の生産鐘は年々減り続け,木材の自給率はついに20％になっ
さ

てしまった。とにかく森林が伐られないのである。そのために過密で不健康な人

工林があちこちで目立つようになった。戦後，官民挙げて営々とつくり上げた

1000万haの人工林が,今や耐え難いほどの重荷になりつつある｡有用な資源とな

るはずの人工林が逆に厄介者になるとは何とも皮肉なことだ。

森林が伐られないのは並材･低質材のはけ口がないからである。「森林整備」の

名目で間伐助成を強化すれば何がしかの材は出てくるだろう。しかし材のはけ口

がないままに伐採を強行すれば，補助金に支えられたコスト割れの材が市場に出

回って価格を引き下げるのは必定である。すでにその傾向が見えてきた。これで

は林業経営がさらに苦しくなって，健全な森林の維持がいっそう難しくなる。ひ

と昔前の保育間伐とは，はっきりと区別しなければならない。

純粋の保育間伐であれば材は市場に出てこない。そのかぎりで，木材の需給問

題と切り離して森林整備の視点から処理することも許されよう。ところが近年で
あも唯い

は皆伐が極力IpI避されている関係で，主伐と間伐の境目がすこぶる暖昧になって

いる。それに人工林の齢級が全般に上昇してきたことで，間伐とはいえ太い材の

割合が増えてきた。市場に向けられる材が多くなっている以上，そのはけ口をつ

くってやらなければならない。世に言う「間伐」問題は，いまやマーケティング

の問題なのである。

総奮利尉で活路瀞夢

これまた皮肉なことだが，世界の木材利用の大勢は天然林材中心の「良質材」

の時代から，あらゆる木質材料を使って均質な素材を生みIIIす「低質材」の時代

に移行しつつある。大量の並材・低質材を犠牲にして優良材を生産していたので

は林業経営が成り立たない。並材や低質材がうまく利用できないようなら，日本

林業技術No.6791998.10
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林業の将来はお先真っ暗である。

もちろん現在でも，ある程度量がまとまれば，どんな低質材でも販売できる。

しかし生産費に比べて価格が安く伐り出せない。また辛うじて採算がとれたとし

ても，丸太やチップのまま出荷していたら山元には何も残らなくなっている。低

質材の加工が主体になればなるほど，いいところは全部川下に持っていかれて，

山元は安価な原材料の供給基地に転落する可能性が高くなる。近年の価格動向で

気になるのは，外材の実質価格が上がり，木質建設資材の価格が上昇していると

きにも，国産丸太の価格は低迷し，山元立木価格にいたっては下落の一途をたど

っていることだ。

こうした状況を打開するには，山元に総合的な木材加工工場をつくって並材・

低質材に付加価値を付け，出荷していくしかない。例えば，通常の製材品でも最

低限，規格と品質の保証された部材に仕上げる必要があろう。品質の劣った並材

は集成材などに加工し，さらにそれ以下の低質材はボード類の製造に振り向ける。

そして最後に工場の屑材や山から出る残廃材を使って電気を起こし，こうした加

工に要するエネルギーをも自前で賄うことにすれば，山から出てくる全部の木質

バイオマスが残らず活用されることになるだろう。

この場合，特に重要なのは，すべての生産工程を有機的に連携させることだ。

単品として生産したのでは採算に合わなくても，結合的に生産することでコスト

が分散され，全体としてペイするように持っていく.のである。森林の生産物は本

来多様である。多様な産物を多段階的に利用するという芸当は山元でないとでき

ないことだ。発電で余った電力は販売し，電気の副産物というべき熱や温水は，

木材の乾燥，温室農業中山間地の公共施設などに振り向け，地域の活性化を目

指すこともできよう。電力の需要はすこぶる大きく，バイオマスの発電をいくら

増やしても供給過剰はまず起こらない。これによって，森林が健全になり，山村

の経済が活性化し，地球温暖化の防止に役立つとなれば，まさに一石三烏である。

燕羅蕊轆瀧溌暖瀧赫策蕊森赫蕊誘鐸篝鱸

地域資源活用型社会をつくるという発想はかなり以前から持っていた。しかし，

上述のような木材総合工場のイメージを持ち始めたのは比較的最近のことである。

たまたま今年の2月に，温暖化防止の観点から森林・林業・林産業のあり方を検

討する委員会が林野庁に設置され，その報告書の取りまとめを手伝うことになっ

た。この検討会が到達した最終的な提言は，「森林･木質資源を活用した循環型シ

ステムの構築」であるが，都合5回にわたる委員会の討論を通して，私もいろい

ろと勉強させてもらい，自分のイメージをさらに鮮明にすることができた。ここ

でいう「循環型システム」は私の主張する「地域資源活用型社会」とおおむね同

じような理念に立脚していると思う。

4月23日に検討会の最終報告書が出たあと,あちこちから頼まれて書いたり話

したりしているが，報告書の内容を客観的に伝えているわけでなく，もっぱら自

“今

林業技術No6791998.10
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分の意見の開陳に努めている。林野庁筋からは座長の職権乱用だと怒られるかも

しれない。公平を期して言えば，今『ilの報告書が温暖化防止と関連してまず強調

しているのは森林の幣備であり，次いで木材の有効利用，般後に木碗バイオマス

による発電という順になっていると思う。

去る6月19Hに政府が公表した「地球温暖化対策推進大綱」にもこの三者がこ

の重要度に従って盛り込まれることになった。まず，森林整備と都市緑化を内容

とする「植林等のCO趣吸収源対策の推進」が7つの大項目のうちの一つに挙げら

れている。破格の扱いといっていい。次に「木材資源の有効利用の推進」が大項

目｢CO2排出削減対策｣の一つの中項目として列記された。まずは順当な扱いだろ

う。バイオマス発電についてはこれよりも扱いが小さくなって,CO2排出削減対策

の中の中項目r新エネルギーの加速的導入」の中で，太陽発電，風力発電，廃棄

物発電と並んで書き込まれている。すなわち「パルプ黒液，木質廃材等を活用し

たバイオマスエネルギーの導入を推進する」という文言がそれだ。

森称造成から木材の有効利用へ

われわれの検討会の提言が，ほぼそのまま「大綱」に朧り込まれたことで所期

の目的はいちおう達成されたことになるのだが，私としては三肴のウエート付け

に納得できないところがある。長期的なCO2の削減ということからすれば，大綱

とは逆に，発電木材利用，森林整備の順になるのではあるまいか。バイオマス

発電があってこそ，木質資源の有効利用が可能になり，いわゆる「間伐」を中心

にした森林整備が進展するからである。

よく知られているように，森林は大気中のCO2を吸収して炭素を貯留する機能

がある。おそらく植林は大気中のCO2を削減する，最も安上がりな手段だろう。

しかし森林が成長していったん成熟してしまうと，この貯留機能は急速に低下し

ていく。したがって次の段階で大切なのは，この森林から持続的に収稚される木

材をうまく活用して，石油や石炭の消斐雄を減らしていくことだ。すなわち，ま

ず第一に製造過程で大景の化石エネルギーを使うスチールやアルミニウム，プラ

スチックなどに代えて木質の材料を使うこと，そして第二にバイオマス発電など

を通して化石エネルギーそのものを木質エネルギーで代替することである。

温暖化問題の専門家で構成されるIPCC(気候変動に関する政府間パネル）は，

1995年に出した第二次報群で｢50年以上の長期の視点に立てば，温'陵化防止のた

めの森林の最も効果的な役割は，化石燃料と炭素集約的な資材に代えて木材を使

うこと」だと述べ，「ただ，これからの50年くらいは，生きた樹木と木製品に炭

素を貯め込んでいく州当な可能性がまだまだ残されている」と付け加えている。

つまり，一国の森林が成熟するにつれて，温暖化防止の戦略が森林造成から木材

の有効利用と化石エネルギーの代替に移るということだ。中部ヨーロッパやH本

は後者の段階にさしかかっている。

林業技術No.6791998．10
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惑灘削減翰溌猶霧ば謙譲型議篭

昨年暮れの温暖化防止京都会議で温暖化ガスの削減口標が決まった。日本は

1990年を基準にして2010年までに6%減らすことになっているが,90年からこ

れまでに9％くらいは増えているから今後の12年間に15％も削減しなければな

らない。しかもこれは第一ラウンドであって，第二，第三ラウンドの数値H標が

重くのしかかってくる。今回の政府の「大綱」を一読して感じたのは，これでは

とても目標は達成できないだろう，ということであった。すでに多くの論者によ

って指摘されたことだが，既存のエネルギー供給体制を抜本的に変革しようとす

る意欲が見られない。

その結果，「原子力立地の推進｣をCO2排出削減の第一に挙げなければならなく

なった。原発にどれだけ頼れるのかまことに心もとない。また化石燃料の消費削

減に向けて本気で取り組むのであれば，現在のような大規模集中型発電から分散

型発電への移行を前面に掲げるべきである。分散型にしなければエネルギーの利

用効率が悪いうえに，多様な再生可能資源の活用が難しい。こんなことはもう世

界の常識になっている。

石油でも石炭でも木材でも燃やせば高い熱が出る。高温の熱でタービンを回せ

ば,燃料の持つカロリーの35％くらいは電力に変えられるが,発電に使った廃熱

を順々に利用すれば利用効率を70～80%くらいまで高められる｡現在の巨大な発

電施設は遠隔地に位置していて，廃熱が活用できず，全部捨てている。送電のロ

スもばかにならない。将来の姿としては，それぞれの地域で入手可能なエネルギ

ー資源をベースに小規模な発電所があちこちにつくられ，その廃熱が近隣の商工

業地や住宅地で利用されることになるだろう。

木質バイオマスが太陽光，風力，地熱，水力などと並ぶ重要なエネルギー資源

になることはいうまでもない。政府の「大綱」がこうした思想で貫かれていたな

ら，新エネルギーの導入が前面に出てきて，バイオマス発電の重要性もずっと高

まったはずである。

=-スウエ毒デ淫膳熱蕊

この8月，田端英雄氏（京大）や小池浩一郎氏（島根大）らとともにスウェー

デンを訪れる機会があった。私たちは国土緑化推進機構の助成を得てr木質バイ

オマス利用研究会」を発足させ，その初仕事としてスウェーデンでの実情調査を

企画したのである。近年ヨーロッパ諸国を中心に木質バイオマスのエネルギー利

用が進んでいるとは聞いてはいたが，この国に来て実感したのは，すでに論議の

段階を通り越して，確実に定着しているということであった。

工場廃材はもとより，林地残材（末木枝条）を伐採現場でチップ化して集荷す

るシステムがすでにでき上がっている。また，エネルギー用木材チップの市場が，

パルプ用チップの市場とはまったく別に形成され，そのスポット市場もあると聞

林業技術No.6791998.10
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付記

いた｡高い純度を要求するパルプ用チップと樹皮や針葉も混じるエネルギー用チ

ップは競合しないのである。集荷システムが整備されるにつれて後者の価格が低

下し，その出荷量を大幅に伸ばすことになった。

税を除くキロワッ卜当たりの燃料コストは，確かに木材チップよりも石炭のほ

うがずっと安いけれど，環境費用を内部化するための諸税が加えられると，この

関係が完全に逆転し，木材チップは最も安価なエネルギー材料になるのである。

二酸化炭素税，硫黄税，エネルギー税などは，原子力発電を廃止し，化石燃料の

消費を極力削減しようとするスウェーデン政府の強い意志の表れである。

木材を発電や地域暖房に使うことについては，当初スウェーデンでも異論が多

かった。コスト的に不可能だという消極論から，木材資源の枯渇を憂慮する強い

反対論まで出ていたが，関係者の辛抱強い努力でここまで来たのである。その主

役を担った一人，スウェーデン農科大学のボー・ヘクトール氏によれば，成功に

導いた要因は，一にシステム思考，二に市場，三に統合であったという。つまり，

エネルギー材料の生産，集荷，配送から，エネルギー発生装置，さらには生産さ

れたエネルギーの最終消費や廃棄物処理に至る全プロセスを一つのシステムとし

て設計すること，実際の運営においては役所の指図ではなく可能なかぎり市場の

働きにゆだね民間活力を利用すること，この場合，関係するそれぞれの業界や企

業は小さなエゴを捨て統合を志向すること，これである。

われわれもこれから皆で知恵を絞って日本の実情に適したシステムを設計しな

ければならない。スウェーデンのやり方をそのまま持ち込むわけにはいかないか

らである。しかし逆に，日本の森林は急峻でスウェーデンのような大型機械が使

えないからだめだとか，地域暖房の少ないわが国では木質エネルギーの用途が限

られているなどと言って，頭ごなしに否定するのは禁物である。木質バイオマス

はさまざまなタイプのエネルギーに転換できるし，そうした変換技術の多くは

年々進歩している。日本に適したやり方が必ずあるはずだ。いずれの場合におい

ても成功のカギを握るのは，ヘクトール氏のいう「システム思考」「市場」「統合」

の三者であろう。バイオマス発電のみならず，日本林業再生の成否を決めるのも，

この三つのキーワードにあることは，ほとんど疑う余地がない。

〈完〉

スウェーデンのバイオマス発電については，公開のシンポジウムや研究会の報告書で

紹介する予定である。日本林業再建とバイオマス発電についての私見は，少しずつ視点
を変えながら『山林J(本年6月号),『林経協月報』(7月号),『現代林業』(8月号),
『森林計画研究会会報』（8月号)，『林業経済』（投稿中）などに掲戦されている。

林業技術No.6791998.10



山の動物たちが待ち望んでいた木の実のシーズン到来です。本特集では，樹木
ちが木の実に託した子孫繁栄のための戦略・戦術の秘密を紐解いていくことと
，また，木の実食文化の歴史にも思いを馳せていくこととしました。

たちが木の実に託した子孫繁栄のための戦略．
7

木の実の秘密
一果実と種子の形態一

◆

さいとうしんいちろう

斎藤新一郎
専修大学北海道短期大学造園林学科教授 咽◆◆

◆木の実の起源◆

「木の実｣は，キノミと読みますが，かつてはコ

ノミとも読まれました。これは，樹木の果実およ

び種子をいいます。

木の実は,樹木が子孫を残すための一親木から

遠く離れた場所に子孫を成長させるための－重

要な手段です。そして，動物にとって，この栄養

のある木の実は，重要な餌です。また，農耕文明

が発達する以前には，人類にとっても，山野の木

の実が，重要な食糧でした。

木の実は，種子植物の果実です。地史的に，最

初の陸上植物は，海中の植物と同様に，胞子植物

でした。胞子で繁殖する植物に，今でもコケ類，

シダ類などがあります。胞子植物は，造胞体と配

偶体の世代交代をするので，配偶子の受精に水を

必要とし，乾燥気候が苦手です。

そして，地史上に生じた大乾燥気候を克服する

ために，種子植物が登場しました。種子植物では，

配偶体（花粉・胚ノウの有性世代）が極端に退化

して，世代交代がない，ともみられています。

最初の種子植物は，裸子植物でした。「裸子｣と

は，胚珠や種子が裸出している，という意味です。

胚珠に花粉が直接に到達して，受粉・受精します。

種子も，むき出しになっています。それゆえ，や

はり，大乾燥気候には耐えにくい，と考えられて

います。けれども，今日，生き残っている裸子植

物の大部分は，「裸子」とはいえ，球果，仮種皮，

厚い外種皮などで，乾燥から守られています。

なお，裸子植物のイチョウ（多肉外種皮つき種

子)，イチイ（仮種皮つき種子)，マツ類，ヒノキ

類（ともに，球果つき種子）なども，広義の木の

実をならせますが，本稿では取り扱わないことに

します。

繰り返された大乾燥気候に適応して，次に現れ

たものが，被子植物です。「被子｣とは，種子が果

皮に被覆されている，という意味です。雌しべの

柱頭に花粉が到達（受粉）し，花柱を通って花粉

管が伸び，子房の中の胚珠に至って受精します。

花では胚珠が子房壁の中に，果実では種子が果皮

の中に，それぞれ保護されていて，乾燥に耐えや

すい，と考えられています。

図①に，被子植物（広葉樹）の果実の断面が示

されます。

果皮は，3枚あって，外果皮，中果皮，内果皮

から構成されていて，これらの果皮がさまざまに

変態することにより，いろいろな木の実が出現し

てきたのです。果皮だけの果実（真果）のほかに，
がく

花托，尊(尊筒)，花序軸などが加わった，構造が

より複雑な果実（偽果）もあります。

◆木の実の種類◆

木の実（果実）には，広葉樹（被子植物の双子

葉類の樹木）に限ると，図②のような種類があり

ます。

単果とは，1花に1子房で，1つの果実がなる

ものです。これらの大部分は真果ですが，自然界

皮
皮
皮

果
果
果

外
中
内

（
果皮一

果実

種子

図①果実の模式断面図（種子が1個の場合）

林業技術No.6791998.10
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のことですから，例外（なし果）もあります。

複果とは，多数の小さい果実がかたまってつく

ものです。後者には，1花に多数の雌しべがあり，

多数の果実がかたまってつくもの（集合果）と，

多数の花がかたまって（密な花序に）つき，それ

らがかたまって果実となるもの（多花果）とがあ

ります。それゆえ，全体としては集合果ないし多

花果であっても，後述のように，1つ1つはさま

ざまな形態をしています。

次に，乾果とは，果実が成熟しても，おいしい

果肉が発達しないもので，裂開して種子をこぼす

もの（裂果，開果）と，裂開しないもの（不裂果，

閉果）とがあります。また，多肉果とは，果実が

成熟すると，おいしい果肉に包まれるもの（狭義

のフルーツ）です。

それでは，主な果実について簡単に紹介してみ

ましょう。

まず，乾果のグループです。果皮が多肉化しな

いで乾いている果実です。

豆果（トウカ）は，マメ科の果実であり，イヌ

エンジュ，ネムノキ，ヤマハギなど，いずれも豆

爽がなり，中に種子が入っています。

さく果（朔果）は，成熟すると裂けて，種子を

こぼすもので，ナガバヤナギ，ハクサンシャクナ

ケ，ハシドイなど，いろいろなタイプがあります。

袋果（タイカ）は，1枚の果皮が2つ折りで袋

状になり，カツラのように，縫合線が片側にだけ

あります。

長角果は，豆果，さく果と似ていますが，中に

仕切り壁があり，キササゲのように，種子が2室

に分れて入っています。

翼果（翅果）は，果実に翼が発達したもの（翼

は果皮の一部の変態）で，翼が片側にだけあるも

の（ヤチダモ)，全周囲にあるもの（ハルニレ)，

両側にあるもの（シラカンバ）などがあります。

分離翼果は，カエデ類の2つずつついた果実で

す。1つ1つに分離してはじめて，プロペラのよ

うに回転して，風に飛ばされます。

そう果（痩果）は，草本のキク科によく知られ

ますが，プラタナスもそうです。

単果一后乾

=濾蕊rⅣ
－不裂果一一翼果(ハルニレ）

－分離翼果(ヤマモミジ）

－そう栗(プラタナス）

－穎果(クマイザサ）

－堅果(ミズナラ）

－多肉栗 核
液
み
な

一
一
一
一

果(工ゾヤマザクラ）

果(オオバスノキ）

かん果(ミカン）

し果(ナナカマトミ）

Ｊ君
の

ｊ
イ
＊
ジ
ｊ

ス
マ
ヅ
チ
ワ
ブ

ナ
ク
キ
イ
グ
キ

咋
章
如
雫
解
し

果
ち
例
じ
果
０

ら
い
果
ち
わ
密

ば
き
い
く

箒
託

託肉
肉

複

果実の分類（牧野1972，他から作成）
＊多肉果の場合もある（エンジュ）
**多肉質の仮種皮の場合もある（ツリバナ，ホオ
ノキ）

図、

穎果（エイカ）は，イネ科に知られ，木本では，

タケ・ササ類の果実がこれです。

堅果は，狭義のナッツで，栗，団栗の類であり，

クリ，ミズナラ，ブナ，ハシバミ，ほかがよく知

られています。

次に，多肉果のグループです。ふつう，中果皮

が厚く発達して，多肉質になっています。その模

式図が，図③に示されます。

核果（石果）は，肉果皮が硬くなり，核となっ

たものです。サクラ属のモモ，ウメ，サクランボ

など，果樹として栽培されるものが多数あります。

種子は1個です。（図④)。

液果(漿果)は，中果皮に水分や糖分が液体～半

固体状にたまったもので，ヤマブドウ，サルナシ，

クロウスゴ，エゾニワ1,コなど，多くの樹種に知

られていて，やはりそれらの多くが，品種改良さ

れて，果樹として栽培されています。

みかん果（蜜柑果）は，ミカン科ミカン属に知

られ，内果皮が袋に，サジョウ（子房内の毛の変

林業技術No.67919981()
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葉
皮コー種子

1．果皮
果
果
果
肉
外ぜ

内
中
外軒
灘

果皮

壬果皮果皮
図③多肉果（狭義のフルーツ）の模式断面図

がく片

図⑥なし果（リンゴ）の模式断面図

皮（皮）

皮（果肉）

皮（核）

は種子にみえるもの（核果状）で，果肉の部分は，

碧筒が，小さい，多数の果実を包んで，多肉化し

たものです。

きいちご果（木毎果）は，バラ科キイチゴ属の

果実で，多数の雌しべ（子房）が多数の果実にな

り，薯には包まれず，粒々状にくっついたもので

す。1つ1つの粒が果実で，核があるので，小核

果とも呼ばれます。

いちじく果（無花果果）は，クワ科イチジク属

の果実で，花序軸が多肉化し，多数の果実を包み

込んだもので，偽果です。真の果実は，内部の小

さい粒々（そう果）です。

くわ果（桑果）は，クワ科クワ属の果実で，雌

花序の花々が果実になって，かたまったものです。

果序軸が多肉化していませんから，偽果ではあり

ません。小さい1粒1粒が果実（液果）です。

そして，複果の乾果には，その1つとして，針

葉樹の球果のような，モクレン科の袋果が知られ

ています。袋果が裂開すると，多肉仮種皮つきの

種子が，糸でぶら下がります。

その2として，果穂（カスイ）があります。ハ

ンノキ属，カバノキ属などの果穂は，果序（総苞

と果実の集合体）であり，総苞が開いて出てくる

ものは，種子ではなく，果実（両翼のある翼果；

小堅果とも呼ばれる）です。針葉樹の球果にそっ

くりですが，球果の種鱗が開いて出てくるものは

種子です。

●種子とタネの違いについて◆

種子は，橘造的に2枚の種皮，胚乳，胚の3部

図④核果（モモ）の模式断面図

種子

外
中
内
液

果皮

果皮（パルプ）

果皮（袋）

汁

図⑤みかん果（ミカン）の模式断面図

態）に液汁がたまっています（図⑤)。

なし果（梨果）は，バラ科のナシ属，リンゴ属

ﾅﾅｶﾏド属サンザシ属などのグループです。

果肉の部分は花托（果托）の変態したもので，本

来の果実（真果）はいわゆる「芯」の部分です。

それで，偽果（ギカ）と呼ばれます。偽果とはひ

どい用語ですが，偽果でも，真果を含んでいます

(図⑥)。

さらに，複果の多肉果に進みます。ばら果（薔

薇果）は，バラ科バラ属の果実で，やはり，偽果

です。つまり，1花に多数の雌しべがあり，果実

林業技術No.6791998.10
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種子

図⑦広葉樹（双子葉植物の木本）の種子の模式断面図
（原図）

分からできています（図⑦)。

しかし，胚乳のない種子（無胚乳種子）もあり

ます。マメ科，ブナ科，クルミ科，トチノキ科な

どの種子には，つまり，広義のナッツ類には，胚

乳がありません。発芽のための栄養分は，胚乳の

代わりに子葉に集まっています。

種子は，散布され，発芽し，次の世代になりま

す。ただし，散布されるものは，種子とは限りま

せん。果実そのものの場合も，果皮の一部がつい

た種子の場合もあります。

果実の種類と散布されるものとの関係は，次の

ようになります（図②参照)。

豆果→種子(ニセアカシアは英のまま)，さく果

→種子(ヤナギ科では長毛つき)，袋果→種子(カ

ツラでは有翼)，長角果→種子,翼果→果実そのも

の，分離翼果→果実そのもの，穎果→果実そのも

の（厳密には，果皮十苞穎)，堅果→果実そのも

の，核果→内果皮つき種子，液果→種子，みかん

果→種子，なし果（偽果）→種子，ばら果(偽果）

→果実そのもの，きいちご果→内果皮つき種子，

複果の袋果→種子，いちじく果（偽果）→果実そ

のもの，くわ果→種子，果穂→果実そのもの（シ

ラカンバでは翼果)。

散布されるもの（散布体）は，タネに該当しま

すc日本語（大和言葉）のタネとは，元になるも

のであり，種子（シード）とは限りません。タネ

芋（薯，藷)，タネ穂（接ぎ穂，挿し穂)，タネ火，

子ダネなどとも使われます。なお，タネに種の漢

字を当てることはよくありません。「種｣は，分類

学のシュであり，スピーシスです。

林業技術No.6791998.10

また，散布体には，種子のほかに，生態的に種

子と同じような働きをする，胞子，むかご（ヤマ

ノイモ，オニユリなどの珠芽）なども含まれます。

ちなみに，珠芽は栄養繁殖の一手段です。

◆果実。種子の形態と散布方法◆

種子散布,種子の発芽については,本特集の方々

が詳しく書かれるようですから，筆者は，形態的

な面から軽く触れるにとどめます。

翼果ないし有翼種子は，長毛つきの種子や微小

種子も，全体に小さめであり，これらの大部分が

風散布です。これらは，成熟しても地味な色をし

ていて，風で親木から遠くへ飛ばされます。先駆

樹種に多く，「速足の旅人」と呼ばれます。

多肉果ないし多肉仮種皮つき種子は，きれいな

色に熟し，動物に食べられて，ウンチとして，親

木から遠くへ散布されます。消化管通過型ですが，

ふつう，「被食型散布｣と呼ばれます。この方法で

は，肥料つきで散布されますが，どこへバラまか

れるかわからず，覆土されない欠点があります。

また，果肉の消化は当然ですが，種子は消化され

ないように，核ないし種皮力封硬くなっています。

こういう種子は，発芽しにくく，育苗ではr硬実」

と呼ばれます。

他方，堅実や特大粒の種子は，ナッツと呼ばれ，

果肉ではなく，種子の子葉が栄養分です。この場

合には，種子が木の実です。ナッツは，動物に地

下に隠匿貯蔵してもらい，春までに一部が食べ忘

れられることを狙いとしていて，「貯食型散布｣と

呼ばれます。覆土されているので，もし忘れられ

れば，発芽条件がそろっています。また，ナッツ

類では，多くの樹種が，地下子葉性の発芽をしま

す。大きな子葉を，地上に持ち上げないで，最初

の光合成を本葉が行うのです。

なお，山野の木の実は，隔年結実がふつうです。

隔年結実は，不なり年に動物の数を制約し，なり

年に食べ忘れを多くさせる，また，不なり年に体

力（樹体の栄養分）を回復する一と推測されま

す。このことは，ナッツ向きですが，不思議なこ

とに，多肉果も連動して隔年結実になっています。
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芽生えの定着に適した季節と
◆

場所を選ぶための発芽戦略

◆◆

◆はじめに◆

木の実の発芽というテーマをいただきましたが，

ここではやや広く，樹木の種子の発芽戦略につい

て述べてみたいと思います。木の実は，大きさも

形も千差万別ですが，種子としての生理的特性，

すなわち，休眠／発芽特性（＝休眠誘導，休眠解

除および発芽の環境条件依存性を決める生理的性

質）もそれに劣らず多様です。

さて，一般に種子の野外での発芽のタイミング

は，環境条件に応じた休眠の解除・誘導と発芽過

程によって決まります。そのため，種子の休眠／

発芽特性，すなわち，休眠や発芽の環境条件依存

性は，種子が芽生えの定着に適したとき，適した

場所で発芽するための「戦略」として進化したも

のと考えることができます。

発芽の直後は，樹木の実生といえども小さく，

かよわく，この時期は生活史全体の中でもとりわ

け死亡率が高いステージです。食害や病害などの

生物的なもの，乾燥，霜害などの非生物的なもの

を含め，実に多様な死亡要因が，芽生えには特に

強く作用します。

温帯地域の多くの生育場所では，これらの要因

の多くが季節性を示します。そのため，適切な季

節を選んで発芽することは，芽生えの定着の成

功・不成功を通じて個体の適応度を大きく左右す

ることになります。種子の休眠／発芽特性に見ら

れる多様な季節選択のためのメカニズムは，その

ために進化したと考えられています。一般に，温

帯の野生植物に見られる発芽の顕著な季節性は，

少しでも早く発芽して競争で優位に立つことを促

す淘汰圧と，季節に依存して起こりうる芽生えの

高い死亡率の回避という，逆の方向に作用する淘

わしたに

鷲谷いづみ
筑波大学生物科学系助教授

『雪雲
一

汰圧の間の微妙なバランスの上に進化したものと

解釈されています。

落葉樹林や冬に枯野となる草原では，地表面近

くまで光が入る春先は，1年のうちでも最も芽生

えの定着に適した季節です。同じように明るくと

も，晩秋や冬に発芽すれば，芽生えが厳しい冬の

寒さや乾燥にさらされることになるからです。そ

のためか，温帯地域の森林植物の多くが，春から

初夏にかけて発芽するような休眠・発芽特性を持

っています。一方，芽生えの成長にかなり明るい

条件を必要とする先駆植物は，発芽に適した季節

を選ぶことよりも，良好な光条件の保障されたギ

ャップ（植生のすき間）を検出して発芽するため

の休眠／発芽特性を進化させています。ここでは，

温帯の森林の多くの木の実に共通する春に発芽す

るための休眠・発芽戦略と，伐採跡地など，やや

大きなギャップを主な生育場所とする先駆樹種の

種子の発芽における「ギャップ検出機構」につい

て簡単に紹介してみましょう。

◆春を発芽季節とするための

休眠／発芽特性●

多くの樹木の種子が，湿った状態で低温にさら

され，そのあとに温暖な温度の下に置かれると発

芽するということには，古くから気づかれていま

した。そこで，湿層処理，すなわち種子を湿った

土と混ぜて戸外に置き，冬の寒気に当てる処理が，

ある種の樹木の種子を春に確実に発芽させるため

の技術として確立しました。それは，湿った状態

で低温(通常10℃以下，4℃付近の温度力樋温）

に置かれると種子の休眠が解除されることを利用

したものです。

さて，休眠とは『種子の内部に発芽の阻害要因

林業技術No.6791998.10
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が存在している状態』のことです。低温，高温，

乾燥など不適な環境条件のため発芽できない状態

は休眠とはいわず，そのような生理的状態は「休

止」と呼びます。発芽に適した環境条件（適当な

温度，通気を妨げない程度の十分な水分etc.)の

下でも発芽しない生理的な状態，それが生理学的

な意味での休眠です◎ですから，休眠種子が発芽

するためには，まず，そのような内的な阻害要因

が取り除かれ，さらに，発芽に都合よい環境条件

が与えられる必要があります。内的な阻害要因が

取り除かれることが休眠の解除ですが，逆にその

ような阻害要因が存在していなかった種子が再び

休眠に陥ることが休眠の誘導です。

一般に，湿った状態で低温にさらされると解除

される休眠を持つ種子(＝冷湿要求性を示す種子）

は，野外では，運良く生き延びれば春に発芽しま

す。種子が春が来たことを感知するための温度指

標としては，春らしい温暖な温度よりも，一定期

間持続する低温期の経過のほうが，ずっと信頼性

が高いものです。小春日和という言葉もあるよう

に，晩秋にも春のような温暖な日が数日間続くこ

ともあるからです。それを春と「勘違い」して発

芽してしまう危険を回避するのには，冬の低温を

経験しないと休眠が解除されない性質,｢冷湿要求

性｣力K大いに役立つのです。その場合,どのくらい

の長さの低温期が必要かは，植物の種類によって

異なります｡樹木の種子の場合には比較的長い(数

週間以上の）低温期が必要な場合が多いようです。

発芽ではなく，その後の生活史ステージ，茎葉

の伸長に冷湿要求性を持つ樹木も見られます。例

えば，ミズナラ，コナラなどのナラ類の実は，落

下後直ちに発芽して幼根を出しますが，茎葉は冬

の低温(1-5｡C)を経験してからでないと伸長

しません。わざわざ秋のうちに根に貯蔵物を移し

て冬越しをするのは，ドングリのまま小動物に捕

食されることを防ぐための適応でしょうか？

一方，発芽そのものにかなりの高い温度を必要

とする種子（＝発芽の低温限界温度が高い種子）

や比較的高い温度の下で長い時間をかけて発芽す

る種子(＝発芽に必要な積算温が大きい種子)が秋

林業技術No.6791998.10

の遅い時期に実れば，特別の休眠を持たなくても

発芽は自動的に春のやや遅い時期に延期されます。

種子が分散される時期に，すでに土壌の温度条件

が種子発芽に適さないものになっているからです。

●ギャップで発芽するための戦略今

芽生えの光要求性が大きい植物は，森林の林床

や植物の密度の高い草原で発芽しても成長するこ

とができません。例えば，ヌルデやアカメガシワ

の芽生えは，相対光量子密度(光合成有効波長域）

が10%程度の場所でも成長が難しいものです。そ

のような樹木の種子が，芽生えの成長に適した明

るい環境，すなわちギャップが形成されたときに

のみ発芽し，そうでなければ休眠を持続するよう

な休眠／発芽特性を持っていれば，芽生えの成功

につながらない無駄な発芽を避けることができま

す。実際，種子には多様な生理的なメカニズムに

基づく「ギャップ検出機構」が発芽戦略として進

化しています。

草本植物も含めると，最も一般的なギャップ検

出機構は変温感受性です。地表面温度の日較差が

もたらす変温に応答して休眠を解除する性質，変

温感受性は，林縁部やギャップを生育場所とする

低木類の種子に広く見られます。種子休眠に見ら

れる変温感受性は，ギャップ検出だけでなく，土

壌深度を検出するメカニズムとしても役立つもの

と考えられています。温度の日較差は地表面で大

きく，土壌の深さとともに減少していくからです。

今硬皮休眠によってギャップを検出する

ヌルデ種子◆

種子は発芽するためには水を吸わなければなり

ません。その成熟過程で水分含量を低下させた種

子は，十分に水を吸って含水量を回復してからで

ないと胚の成長を始めることができないからです。

そのため，吸水が内的な要因によって妨げられて

いれば，種子は休眠の状態を保ちます。そのよう

なタイプの休眠を硬皮休眠と呼びます。種子に水

を吸わせない「硬い」種皮が休眠の原因だからで

す。硬皮休眠種子は，休眠が解除されると吸水し

て膨潤するので，目で見ただけで休眠が取り除か

れたことがわかります。
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種子は，吸水を始めてから数時間を経ると含水

量が比較的一定に保たれるステージに達します。

それから数時間から数日を経て幼根が種子の外に

つきだすと，再び種子はその含水堂を増していき

ます。幼根出現前の種子の含水城があまり変化し

ない時期には，種子の内部で発芽に向けての多様

な代謝系が活性化し，新しいたんぱく質の合成な

ども盛んになります。しかし，吸水すれば発芽が

始まるとはかぎりません。多くのタイプの休眠に

おいて，種子は吸水した後に発芽の過程を停止さ

せます。発芽過程では，遺伝子の発現も含めてさ

まざまな活性化が進行しますが，そのいずれかが

ブロックされていれば，発芽はそれ以上は進行せ

ず，種子は休眠の状態を保つことになります。

ヌルデ種子は散布時には硬皮休眠の状態にあり

ます。その休眠の解除には，生理的温度を超える

高温の短時間の処理が有効です。硬皮休眠解除に

及ぼす高温温度と処理時間の影響をさらに詳しく

検討すると，高温処理効果の限界温度（休眠解除

に有効な最低温度）は種子集団内で正規分布（平

均±標準偏差：55.0±7.5℃)しています。硬皮休

眠の解除は温度が高いほど短い時間で達成されま

すが，あまりに高温になると，今度は高温傷害を

受けて死亡する種子の割合が増えてきます。ヌル

デ種子の場合，初夏の晴天下で裸地に置かれた種

子が経験する50-60｡C程度の温度が硬皮休眠解除

の適温です。数時間その程度の温度にさらされる

と，種子の25-50%が発芽できる状態になります。

一方,林の下では,夏の昼間でも地表面温度がヌ
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(Washitani,1989より改図）図・高温によるヌルデ種子の硬皮休眠の解除

熱処理の温度と処理時間が種子の吸水性(A)と発芽可能性(B,C)に及ぼす影響およびそのモデル化
(D)。処理温度は,40(m),45(G),50(o),55(v),60(4),65(v),70(4),75(O),
80（◇)，85（口)℃とし，熱処理後25℃で発芽試験を行い種子の吸水の有無と発芽を調べた。最終発芽
率を発芽可能種子の割合とした。Dに示したモデルでは，75℃での処理を取り上げて，硬皮休眠の解除
に必要とされる処理時間と種子の熱死を引き起こす最小の処理時間が，いずれも正規分布（点線）して
いるとして計算した発芽可能種子の割合の処理時間への依存性（実線）を，実際の吸水種子の割合（□）
および発芽可能種子の割合（●）とともに示してある。

林業技術No.6791998.1｣O
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ルデの種子の硬皮休眠の解除に必要な温度に達す

ることはありません。硬皮休眠と高温によるその

解除は，ヌルデの種子が山火事跡や伐採跡地で一

斉に発芽するための生理的なメカニズムなのです。

●高温要求相によってギャップを

検出するアカメガシワの種子◆

アカメガシワもヌルデと同様，種子は長い寿命

を持ち，暖温帯の伐採跡地でいち早く発芽する先

駆樹種です。関東地方では，秋・冬に森林が伐採

されれば，その翌年の春から梅雨時にかけて芽生

えが一斉に出現するのが認められます｡

アカメガシワの種子には硬皮休眠はなく，秋に
つ

生産された種子は，水に浸かればすぐにでも吸水

を始めます。しかし種子は特殊な休眠の状態にあ

り，温度要求性の異なる，少なくとも3つの休眠

解除／発芽相を経て初めて発芽できます。3つの

温度相における温度要求性は，多様な温度条件の

組み合わせの下でアカメガシワの種子を発芽させ，

その発芽タイムコースを分析することによって明

らかにされました。

第一の相，前高温要求相では20-28℃の温度の

下に4－7日間置かれることが必要です。この相

における最適温度は25℃です｡第一相の要求を満

たした種子が発芽に至るためには，次に第二相，

すなわち高温要求相を経なければなりません。こ

の相の要求性は,32-40℃の温度に数時間さらされ

ることによって満たされます。この条件をクリア

した種子が20-36℃の温度に置かれ,穂算温度(実

際の温度から基準温度の5°Cを減じて時間を乗じ

たもの)1000-2000khに達するとようやく発芽が

起こります。

多階層の森林や密度の高い草原では，地表面近

くに置かれた種子が湿った状態で32℃を超える

温度を経験するようなことはめったにありません。

ですから，発芽過程に第二相のような高温要求相

を持っていることにより，伐採跡地や十分に光が

入って地面が加温される可能性のあるギャップで

のみ発芽するのです。

ヌルデとアカメガシワ，あるいは空き地に見ら

れる多様な雑草とでは，種子がギャップを検出す

る仕組みはまったく違いますが，生育に適した環

境条件を感知してから発芽すること，また，その

ような条件に恵まれなければ長い年月にわたって

種子が休眠を続けることなどが共通です。ギャッ

プを検出という同じ目的にいろいろな手段が選ば

れているわけですが，それは進化があらかじめデ

ザインされたものではなく，｢行き当たりばったり

の試行錯誤」であることを示すよい例であるとも

いえるでしょう。

森林認証についてのワークショップ(WWFジャパン主催)および

研修会(三重県主催)開催のお知らせ
◇WWFワークショップ◇◇森林・木材認証研修会◇
FSCによる森林認証の実際

一適切な森林管理と木材流通のために一 ｜・士催：＝電I貝●主催：三重県
●日時：1998年10月21日（水)10?00～17:00
●場所：三重県津市栄町吉田山会館2F第206会議室
●内容：森林の認証制度について（速水林業・速水亨
氏)，ラベリング制度について(WWFジャパン前瀞
英士氏),FSCの認証の実際について(SCS森林保全プ
ログラムロバート・フルーブス氏)，意見交換会
●問合せ・申込先：

三重県農林水産商工部林業振興課林産流通対策グ
ループTel:(059)224-2562Fax:(059)224-2567

●主催：側世界自然保護基金日本委員会
●後援：林野庁等

●日時：1998年10月19日（月)10:00～17:30

●場所？東京大学農学部1号館8番教室（東京都文京
区弥生1－1－1）

●内容』日本の森林計画制度について(林野庁佐古田睦
美氏)，日本の木材流通について（林野庁柱本修氏)，
FSCの背景･概要について(WWFジャパン前澤英士
氏)，森林の認証基準，加工･流通過程の認証について
他(SCS森林保全プログラムロバート･フルーブス氏）
●問合せ・申込先：

WWFJapan財世界自然保護基金日本委員会
森林係Tel:(03)3769-1713Fax:(03)3769-1717
電子メール:emaezawa@wwf・or.jp
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※FSC(森林管理協議会）で認定された認証機関(SCS)
を招いてのワークショップ・研修会です。参加ご希望の
方は，各申込先へご連絡下さい。

FSC:ForestStewardshipCouncil
SCS:ScientificCertificatiOnSystems
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烏による木の実の散布
◆ ＝

両

棄憲

こみなみようすけ

小南陽亮
◆◆森林総合研究所九州支所暖帯林研究室主任研究官

一

一

､多
勺

◆はじめに◆

花粉の媒介において昆虫などの動物がその運び

手として活躍するように，種子の散布でも鳥類，

哺乳類，魚類，爬虫類，アリなど多様な動物が運

び手（散布者）となります。動物が種子散布にか

かわってきた歴史は長く，草食恐竜はすでに裸子

植物の種子を散布していたといわれています。

日本の森林でも鳥類や哺乳類を散布者とする樹

木は多く見られます。特に広葉樹の天然生林では

種子が動物に運ばれる樹種が多く，例えば照葉樹

林を構成する樹種の8割以上は鳥類やI哺乳類に運

ばれる果実や種子をつけます。

種子の散布は，樹木が生活史の中でダイナミッ

クに移動，分散する過程です。その移動，分散が

樹木の更新に重要な意味を持つことも少なくなく，

森林の動態にも散布者となる動物が大きな作用を

及ぼしているはずです。ここでは，鳥による木の

実の散布について，鳥が散布した種子の分布にど

のような特徴が見られ，その特徴にはどのような

意味があるのかということを中心に紹介します。

◆運ばれる木の実，運ぶ烏◆

樹木の種子が烏に運ばれる方法で最も多いのは，

果実が食べられ種子は消化されずに排泄されるこ

とで運ばれる方法です(被食散布)。被食散布され

る果実は多種多様で，代表的なタイプは液果，核

果，イチゴ状果などの多肉果です。多肉果では果

皮や花床などが多肉質または多汁となって散布者

となる鳥を誘引します。多肉果のほかにも，ウル

シ属やサンショウ属などの果実は多肉質や多汁で

はありませんが，油分を含むために烏に食べられ

て散布されます。ツルウメモドキやトベラのよう

に烏が消化できる部分がほとんどないのに被食散

布されるものもあり，それらは目立つ色彩などで

多肉果に擬態することで散布されているといわれ

ています。

被食散布において散布者となる烏もさまざまで

す。ヒヨドリやツグミ類などの中型鳥類は径1

Cnlぐらいまでの果実なら飲み込むことができ，

森林内では林冠から林床のさまざまな空間の果実

を利用するため，多くの樹種の散布者となります。

メジロやルリビタキのような小型の鳥も，ヒサカ

キやムラサキシキブなど小さな種子の重要な散布

者となりますが，口径力§小さいために大きな種子

を運べません。大型鳥類では2種のカラス類（ハ

シブトガラスとハシボソガラス）が個体数の多い

散布者で，特にウルシ属やサンショウ属の果実を

好みますが，森林内の小空間や細い枝を利用する

のは不得手なようです。

カケス，ホシガラス，ヤマガラなどの烏には果

実や種子を地中や幹の割れ目などに貯蔵しておく

習性があり，それらの鳥に貯蔵された果実・種子

の一部が食べ残されると散布されたことになりま

す(貯食散布)。貯食散布される樹種としては，ミ

ズナラやスダジイなどのブナ科堅果，イチイやキ

タゴヨウなどの針葉樹種子，エゴノキなどが知ら

れています。貯食散布では果実・種子が食べられ

てしまうと散布にはならないため，更新に貢献し

うる数の果実・種子が食べ残されるためには，果

実・種子生産がかなり豊富であることが必要と考

えられます。
シードシヤドーシードレイン

◆種子の投影と種子の雨◆

鳥に散布された種子の分布にはさまざまな特徴

が見られ，その中には風や水など物理的な手段で

運ばれた場合には見られない特徴もあります。

林業技術No,6791998.10
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写真①一般的なタイプのシードトラッブ

散布種子の分布を表す用語でよく用いられるの

はシードシャドー(seedshadow:種子の投影）

とシードレイン(seedrain:種子の雨）です。シ

ードシャドーは，1本の親木(種子供給源)を中心

としてその子供の種子が散布された範囲や分布パ

ターンを意味します。シードレインは，ある区域

内に散布された種子全体の量や分布パターンを意

味し，種子の供給源が1つの場合，複数ある場合，

1樹種の場合，複数樹種を合わせた場合いずれに

も用いられます。種子の散布距離など対象樹種の

種子散布能力を知りたい場合には，個体ごとのシ

ードシャドーを観測します。また，個体群や群集

の構造や動態を知る目的で調査区全体の散布種子

分布を観測する場合は，シードレインを観測して

いることになります。

烏の被食散布によるシードシャドーは，種子が

烏に食べられてから排泄されるまでの時間やテレ

メトリー法などで観測される鳥の移動パターンか

ら予測されます。また，親木が特定できる場合に

林業技術No.6791998.10

はシードトラップ（写真①）を用いて観測するこ

ともできます。シードレインについては対象とな

る区域内にシードトラップを配置して観測する場

合がほとんどです。貯食散布による散布種子の分

布についてはシードトラップで観測することはで

きないので，烏の貯食行動の観察やマーキングし

た種子を追跡することで調べます。

鳥の被食散布によるシードシャドーは，同じ樹

種でも散布者となる烏によって異なることがあり

ます。シードシャドーの範囲は烏の行動圏内に限

られるため，繁殖地や越冬地に定着している烏に

よる場合では数百mの範囲になることが多いの

ですが，渡り途中の烏によるシードシャドーはよ

り広いと考えられます。また，小型の烏よりも大

型の烏のほうが種子をより長い時間体内に保持し

移動速度も速いために，大型の烏によるシードシ

ャドーのほうが，より広くなる傾向があります。

親木の周りの状況も烏の被食散布によるシード

シャドーに影響します。風に運ばれた種子のシー

ドシャドーは，親木から離れるほど減少するばら

つきの少ない分布パターンとなりますが，鳥の被

食散布によるシードシヤドーでは，よりばらつき

が大きく，親木から離れた位置に高密度の集中斑

が見られることもあります。親木の周辺に烏に好

んで利用される止まり木や果実をつける木（果実

木）があるとシードシャドーはそれらの影響を受

けるからです。同じ樹種の親木でも止まり木や果

実木との位置関係はさまざまですから，烏による

シードシャドーでは親木による違いも大きくなる

と考えられます。

鳥の被食散布によるシードシャドーが止まり木

や果実木の影響を受けるため，それらの集合であ

るシードレインもかなり不均一な分布パターンと

なります(図①)。止まり木の影響は，農耕地や伐

採跡地のような開けた場所（オープンサイト）で

顕著に見られます。孤立木や電線のような止まり

木となる構造物がオープンサイトにあると，シー

ドレインはその下に著しく集中する分布パターン

となります。このことはオープンサイトにおける

止まり木はシードレインを誘引する効果を持って
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宮崎県綾町の照葉樹林において鳥によっ

て散布されたユズリハ種子の分布。シー

ドトラップ1個当たりの散布種子数と最

も近い同種果実木からの距離との関係を

示す。箱ヒゲ図は10％，25％，50％，75

％，90％の百分位数を表し，●は最大値

図(2

図①宮崎県綾町の照葉樹林において鳥によって散布されたイイギリ
種子の分布｡観測した範囲内にイイギリの親木は無いが,随所に

高密度の集中斑が見られた。

いることを意味し，止まり木が乏しいオープンサ

イトでは鳥に運び込まれる種子の量も少なくなり

ます。

烏の被食散布によるシードレインヘの果実木の

影響は，果実木の構成や分布によってさまざまで

す。果実木が鳥を誘引する能力は，樹種や年々の

果実生産量によって異なります。誘引能力が高い

果実木が少数生育する林分ではシードレインはか

なり集中的な分布パターンとなり，誘引能力にあ

まり差がない多数の果実木が構成する林分ではシ

ードレインに強い集中斑ができにくくなります。

樹木の果実生産には，毎年果実をつけるもの，隔

年結実のもの，数年に一度豊作になるものなどさ

まざまな年変動パターンがあるため，同一林分で

も果実木の構成や分布は年によって異なり，シー

ドレインの分布パターンもさまざまに年変動する

ことになります。

貯食散布された種子分布も，散布者となる鳥種

によって異なります。例えば，ヤマガラは果実・

種子を1粒ずつ貯蔵することが多いので散布種子

も1粒ずつ分散しますが，数粒まとめて貯蔵する

ホシガラスによる貯食散布では，散布種子の小さ

なパッチが形成されます。散布距離については数

十m運ばれることが多いようですが,100m以上

運ばれることも珍しくはありません。ただし，長

距離散布の可能性はないでしょう。

◆樹木間の関係◆

鳥による被食散布で興味深い点の1つは，鳥と

樹木の相互関係によって樹木同士にも相互関係が

生じている点です。鳥が複数樹種の果実を食べる

ことと果実木の分布がシードシャドーに影響する

ことによって，種子散布をめぐる樹木個体間や樹

種間に相互関係が生じます。

散布者となる鳥の個体群や群集は複数種の果実

によって維持されています。毎年豊富に果実をつ

けることができる樹種は少なく，多くの樹種では

自種が不作の年には他樹種が散布者を維持してい

ることになります。このため，他個体や異樹種は

直接的には散布者を誘引しあう競争関係にありま

すが，散布者となる鳥個体群や群集を維持するう

えでは他個体や異樹種にしばしば結果的に依存し

ています。

シードシャドーには同種の果実木も影響するた

め，鳥に運ばれた種子が同種果実木の下に落とさ

れてしまうことがあります(図②)。同種果実木下

に落ちる種子の割合が高くなると後述の種子散布

効果を得るうえではあまり好ましくはありません。

異種果実木や止まり木などの影響が強ければ，同

種果実木下に落ちる種子の割合が高くなる可能性

林業技術No.6791998．10
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種子が散布されて親木から10m程度離れた

だけでも生き残る実生の数を増やすことにな

ります（図③)。

種子が広く分散することにも更新に成功す

る可能性を高める働きがあるようです。林床

に埋土種子や稚樹バンクを蓄えておいて台風
かく

などの攪乱によって林冠が開くのを待つとい

うような更新の仕方をする種は珍しくありま

せん。このような「待ち」の戦略では，種子

が散布されて埋土種子や稚樹バンクが広くい

ろいろな場所に形成されたほうが，予測でき

ない撹乱に確実に遭遇できると考えられます。

また，広く分散することで，｜可じ親木由来の

稚樹間競争を緩和することにもなります。

種子が長距離運ばれると，まだ他の個体が

あまり侵入していない生育適地に到達する可

能性も生じます。鳥による被食散布では，種

子が烏に食べられてから排泄されるまでの時間が

1時間以内であることが多いために，長距離散布

される頻度は低いと考えられますが，渡り途中の

烏は時には100km以上も種子を運ぶことがある

といわれています。

烏がよく利用する場所と植物の生育適地が一致

する場合，烏は種子を生育適地に指向的に運ぶ散

布者となります。例えば，ヤドリギのような着生

植物やつる植物では，鳥の止まり木が寄主や支持

体になるため鳥が指向的な種子散布者となってい

る場合が見られます。

樹木の更新過程は樹種によってさまざまですか

ら，上記のような種子散布の効果それぞれの重要

性も樹種によって異なると考えられます。例えば，

攪乱依存性の強い先駆的な樹種にとっては種子を

広く散布することが重要となります。逆に，親木

の近くでも後継木が育つ可能性が高い樹種では，

すべての種子を分散させるのが最適とは限りませ

ん。烏によって種子が運ばれた場合，個々の樹種

が期待する種子散布効果が得られるような散布量

や，散布種子の空間分布にどの程度なっているの

かが興味深いところです。
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図③

は低くなります。特に，照葉樹林のように多樹種

多個体の樹木が鳥によって被食散布されている林

分では，異種果実木の影響は同種果実木~下に落ち

る種子の割合を減らして種子を多様な場所に分散

させる要因となっています。

種子散布以外の更新過程では競争関係になるこ

とが多い樹木同士ですが，種子散布の仕組みを維

持し，その効果を得るうえでは，異種の存在がメ

リットになることも少なくないようです。そのよ

うな種子散布の維持や効果に関連した樹木個体間

や樹種間の相互関係は鳥による種子散布のように

動物を散布者とする種子散布に独特の関係で，樹

木の共存機構を知るうえで重要な現象であるかも

しれません。

◆種子散布の効果◆

多くの植物が散布器官に投資してまで種子を散

布しているからには，シードシヤドーやシードレ

インに何らかの亜要な意味があるはずです。種子

が散布されると樹木の更新にどのような効果があ

るのかについてはいくつかの説があります。

種子が親木から離れることで実生の定着確率が

高まる樹種がいくつか知られています。それらの

樹種では，親木のFでは種子や実生を食べる動物

や菌類の影響等で種子・実生の生存率が低く，親

木から離れると生存率がよくなります。そのため，

林業技術No.6791998.10
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◆

野ネズミによる

ドングリの種子散布

◆◆

しまだたくや

島田卓哉
森林総合研究所関西支所鳥獣研究室研究室員

秋は実りの季節です。この季節，近くの広葉樹

林に足を踏み入れれば，たくさんのドングリを目

にすることができるでしょう。かつてはカシやナ

ラの材は炭として利用され，そのドングリは食用

に供されてきました。

ドングリは渋は含みますが炭水化物に富む大型

の種子ですので，食繊事情の厳しかった時代には

貴重な食糧だったようです。松山（1982）には，

ドングリは山間部を中心に昭和初期まで常食され

ていたと記されています。

決しておいしくはなく，あく抜きも煩雑なため，

現在ではめったに食べることはなくなりましたが，

森に住む動物たちにとっては，ドングリは今も変

わらず秋そして冬越しのための賞重な食糊です。

なかでも森林に住む野ネズミは分布純|"lが広く個

体数も多いので，重要なドングリの捕食者であり，

かつ散布者であると考えられます。揃食と散布と

いう一見背反するような関係の中で，野ネズミと

ドングリは互いの形質にどのような影響を与え合

ってきたのでしょうか。

◆多様な種子散布の様式◆

種子の散布から定着までの期間は，定着後は移

動能力を持たない植物にとって数少ない移動の機

会です。この機会に効果的に種子を散布するため

に，植物は多様な種子の散布様式を長い進化の歴

史の中で発達させてきました。種子散布の様式は，

散布の駆動力に着目して分類することができます。

駆動力としては川，海流，風，重力そして動物な

どがあり，種子にはそれぞれの散布様式に特徴的

な形態が知られています。例えば，川や海流によ

って散布される種子の場合には水に浮きやすい空

気を多く含む層を持ち，風散布の場合には風に乗

りやすい羽毛や翼を備えています。

「どんぐりころころ…｣という童謡にも見られる

ように，ブナ科樹木の種子であるドングリの散布

様式としては，かつては重力にしたがって斜面下

方へと転がっていく重力散布が動物散布と並んで

重要視されていました。しかし，現在では，重力

散布は散布距離が短く一定の方向にしか散布され

ないといった理由から，ドングリ類は一般的には

動物によって散布されると考えられています。

動物散布は，さらに次のように3種類に分類す

ることが可能です。

①付着型散布では種子は動物の体毛や羽毛に付

着して散布され，種子には刺や粘着物が存在し動

物に付着しやすいようになっています。②周食型

散布では動物によって果実が食され，果実に含ま

れる種子が排泄物として散布されます。そのため，

果実には栄養の蓄積といった動物を誘引する工夫

が，種子には固い種皮や有害物質の蓄積といった

摂食されない工夫が見られます。③最後が貯食型

散布で，ドングリ類はこのタイプに当たります。
げっし

貯食型散布では，烏や蓄歯類によって貯蔵された

種子のうち，回収されなかったものが発芽するこ

とによって散布が行われます。すなわち，動物に

とっては一連の採餌・貯食行動にすぎないドング

リを運び貯蔵するという行動は，ドングリを実ら

せた樹木にとっては種子の散布という意味を持つ

ことになります。

貯食型散布の成功には，大きく分けて2つの要

因がかかわっていると考えられます。第1の要因

は，どれだけ多くの種子が運搬され貯食されるか

です。種子が動物に利用されたとしても，その場

で食べられるだけでは種子散布には寄与しないの

休業技術N().6791998.10
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写真②アカネズミを手にする筆者

◆ドングリを運ぶもの◆

ドングリは，種子食の昆虫，クマ，サル，シカ，

タヌキ，リスや野ネズミなどの|哺乳類，カケスな

どの大型の鳥類というように多くの動物に捕食さ

れますが，そのうち散布者ともなるのは醤歯類と

カケスなどの鳥類に限られます。鳥類は林の外に

出るような長距離散布に大きな役割を果たしてい

ると考えられますが，林内散布に関しては，一般

的には個体数の多い野ネズミが中心的な担い手と

なっているのではないかと思われます。

貯食の方法は，巣穴に大鐙の餌を蓄える巣穴貯

蔵と1個から数個のドングリをさまざまな場所に

少しずつ蓄える分散貯蔵の2種類に大別されます。

巣穴貯蔵の場合は，分散貯蔵に比べ，貯蔵された

ドングリが忘れ去られて生き残る確率はかなり低

いと考えられます。また，分散貯蔵されるドング

リは平均して地表から数Cmの深さに埋められます

が，巣穴貯蔵の場合，埋められる深さは数十Clllに

及ぶことも少なくありません。斎藤（1992）はミ

ズナラの種子を用いて播種の深さと発芽率の関係

を調べ,10cI11以上の深さに埋められたドングリは

ほとんど地上に芽を出さず，深さ3cm前後で最良

の苗ができると報告しています。このことを考え

合わせても，種子散布の成功にとっては巣穴貯蔵

よりも分散貯蔵が重要であることが推察されます。

雑食性のアカネズミやヒメネズミは，巣穴貯蔵

と分散貯蔵の双方を行うことが知られていますが，

草食性のエゾヤチネズミは巣穴貯蔵しか行わない

ことが報告されていますので(Miyaki&Kikuz-

awa,1988),アカネズミやヒメネズミはドングリ

の種子散布にとって特に重要な役割を果たしてい

写真①種子散布者アカネズミ

で，植物にとっては「種子を持ち去られ貯食され

るための工夫」が必要となると考えられます。第

2の要因は，貯食された堅果のうちでどれだけの

種子が回収されずに生き残るかです。植物にとっ

ては，「食べ残されるための工夫｣が求められるこ

とになります。種子が持ち去られるためには動物

にとって魅力的な食糎でなくてはならず，魅力的

であれば回収され食べられる確率が高くなること

が予想されます。つまり，この2つの工夫は本質

的に相反する方向性を持っているのです。この困

難な問題を，ドングリはどうやって解決している

のでしょうか。

貯食型散布に見られる特徴について順に考えて

みたいと思いますが，その前にドングリを運ぶも

のたちについて簡単に触れておきましょう。

写真③ヒメネズミによって散布されたと思われるブナの実生（○印）

林業技術No.6791998.10



表①日本産ブナ科種子の栄養分析および結実特性の比較

21

含有成分（％)零重さ

属種常緑/落葉雪溌簿炭水化物粗霞白質郷冒肪ﾀﾝﾆﾝ(グﾗﾑ〕
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シ
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ラ
シ
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ガ
イ
シ

ラ
ナ
ギ
カ
カ
イ
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ナ
ナ
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ヌ
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ラ
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ダ
テ

ブ
コ
ミ
ク
シ
ア
イ
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落葉

落葉

落葉
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常緑
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常緑

距
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篝
怪
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篝
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畔
峰

19.2
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52.7

56.7
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25.2

2．9

46

21

1．8

1．8

16

2．3

25

39.1

1．7
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２
０
５
５
０
５
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８
０

■
申
ｂ
早
申
◆
巳
Ｆ
４

０
２
３
３
１
１
２
０
２

一
一
一
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尽
一
一
一
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１
０
５
５
５
８
５
３
５

■
■
■
●
■
■
Ｇ
■
■

０
１
２
２
０
０
１
０
１

48

67

1.3

45

44

1.2

0.1

0.5イーン、ｊ

イ
テ
シ
マ

＊：菅原（1972）および松山（1982）を改変した

コナラの数を10とし(ネズミにとっては十分すぎ

る量です)，貯食に依存する期間を10月下旬から

3月下旬までの160日，アカネズミの密度を1ha

当たり30頭とすると，

10×160×30=48000個

が貯食される計算になります。現実には食べる以

上のドングリが貯食されるでしょうし，ドングリ

だけを食べているとは限らないので，この数は一

応の目安としかなりませんが，森林での野ネズミ

の働きの大きさが感じ取られる数字ではないでし

ょうか。

<食べ残されるための工夫＞

●タンニンの蓄積

表①に見られるように，多くのドングリには数

パーセントのタンニンが含まれています。タンニ

ンはフェノールの一種であり，タンパク質と結合

してその消化を阻害する作用を有しており，捕食

を防御する効果を持っています。ただし，その毒

性はアルカロイドのような少量でも致死的な物質

とは異なり，一時に大量に摂取しないかぎり生体

を傷つける可能性はありません。このような性質

を持つタンニンがドングリ中に存在することで，

ドングリの嗜好性が低くなり，食べ残される確率

が高くなるものと考えられます。

また，タンニンは，胚に近い部分に高濃度で含

まれる傾向があることが知られています。ドング

リが発芽に必要とされる以上のエネルギーを蓄積

していることと考え併せれば，大切な胚の部分は

食べられないようにタンニンで防御するというの

も，食い残され発芽に成功するための工夫の1つ

であると考えられます。実際Steeleら(1993)

ると考えてよいかもしれません。

●2つの方向性●

貯食型散布種子に共通して見られる特徴は，種

子散布者であり捕食者である野ネズミや鳥類に種

子を持ち去らせ，なおかつ食べ残させるための工

夫の結果であると考えることができると思います。

｢種子を持ち去らせ貯食されるための工夫｣，そし

て｢食べ残されるための工夫｣，それぞれについて

順に考えていきたいと思います。なお，表①にド

ングリ類の栄養分析の結果と結実特性の概略をま

とめました。ただし，大きさや含有成分にはかな

り大きな変異が存在すると思われますので，大ま

かな目安と考えてください。

<持ち去られるための工夫＞

一般的にドングリは大型の種子であり，過剰と

もいえるほどの栄養を蓄積させています。種子の

子葉を一部だけ残した状態で播種しても無事に発

芽することが観察されることからも，子葉には発

芽に必要なエネルギー量以上に栄養が蓄積されて

いることがわかります。このような過剰な栄養蓄

積は，野ネズミなどの種子散布者を誘引し貯食を

行わせるうえで有利な特徴であると考えられるで

しょう。ブナの場合は例外的に脂肪の含有率が最

も高くなっていますが，ドングリに蓄積されてい

るエネルギーの中心は多くの場合炭水化物です。

果実も糖分を多く含み栄養価の高い食料ですが，

ドングリは腐りにくいという点で貯食のための餌

として優れています。

アカネズミが冬越しの間ドングリばかりを食べ

ると仮定して，一冬に必要とするドングリの数を

計算してみましょう。1頭が1日当たりに食べる

休業技術No.6791998.10
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は，北米のコナラ属のドングリについて，胚に近

い部分のほうがタンニンを多く含み，カケスやリ

スは胚に近い部分を食い残す傾向があることを報

告しています。

●落果後の速やかな発根

コナラ属のドングリは，温度や湿度などの条件

が整えば，一般的に落果後数日で根を出します。

根を出したドングリはそのままの状態で休眠し，

春になって上胚軸を伸長し発芽します。すぐに発

根して一部のエネルギーを根に移してしまうこと

により，野ネズミが後日回収に来たときには餌と

しての価値が下がり，生き残る確率が高まると考

えられます。

●種子生産の著しい豊凶性

多くのブナ科樹木においては，種子生産量に著

しい年変動と周期性があることが知られています。

毎年多くの種子を生産した場合，種子散布者の密

度も上昇し，食べ残され種子散布に成功する種子

はあまり増加しないという事態になる可能性もあ

ります。ところが，種子生産に大きな豊凶がある

場合には，通常は種子散布者の密度は低く抑えら

れているので，豊作年には大量の余剰種子が生ま

れ，散布に成功する種子の割合も高まることが予

測されます。この予測が成り立つためには，自分

が消費する以上に貯食するという野ネズミの性質

が欠かせない条件となりますが，このように種子

生産の豊凶性も「食べ残されるための工夫」の1

つだと見ることができると思います。

『持ち去られるための工夫｣はすべての種のドン

グリに共通して見られる特徴ですが,｢食べ残され

るための工夫」は種によって備えているものと備

えていないものがあるようです。例えば，スダジ

イなどは，ほとんどタンニンあるいはその他の防

御物質の蓄積がありません。種子生産の豊凶性に

関しても，ブナのように非常に顕著なものもあれ

ば，森林総合研究所関西支所の実験林のマテバシ

イのように毎年たくさんのドングリをつけるもの

もあります。また，同じ種であっても，場所によ

って豊凶の強さに大きな違いが見られることも知

られています。それぞれの種が，食べ残されるた

林業技術No.6791998.10

めの工夫をどのように組み合わせて，どのくらい

の効果を上げているのか。そして，場所が変わり

種子散布者が変わったときに，食べ残されるため

にドングリの形質にはどのような変化が生じてき

たのか。まだまだ，解明のされていない興味深い

問題はたくさんあります。

●おわりに●

インド洋に浮かぶモーリシャス島には，絶滅し

てしまった烏ドードーによって種子散布が行われ

ていたと考えられる植物があります。この種子は

非常に固くそのままではまったく発芽しないため，

現在ではこの植物は更新が進まず，絶滅の危機に

瀕しているそうです。ドードーに食べられること

によって初めて発芽が可能となるこの植物は，ド

ードーとともに絶滅への道へと押しやられてしま

ったのです。

今まで見てきたドングリの特徴も，効果的に種

子散布を行うために，進化という非常に長い時間

のかかる過程の中で獲得され定着してきたもので

す。長い時間の中で，ドングリは醤歯類や鳥類な

どの種子散布者に程度の差はあれ依存するように

なっています。

都市近郊林でネズミの捕獲を試みると，アカネ

ズミなどが住んでいて当然と思われるような森林

に，まったくネズミが生息していないことがしば

しばあります。この林で，ドングリはどうなって

しまうのでしょうか。

モーリシャス島の植物のような極端なことはな

いにしても，更新は滞り，年を取った木ばかりの

林になってゆく可能性があります。私たちの身近

で進んでいく局地的な生態系の崩壊に関しても，

注意を払い，モニタリングを続けていくことが今

求められているように思います。
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おい

美味しい木の実(果実）

を求めて
◆

かじうらいちろう

梶浦一郎
農林水産省果樹試験場企画連絡室長◆◆

●おいしい果物を選んできた歴史●

(1)果樹栽培化と改良の過程

リンゴの「ふじ」が品種改良の成果であること

は容易に理解されますが，野生のリンゴ樹林から

｢ふじ｣の段階にたどり着くまでの道のりをたどる

のは難しいことです。

リンゴやナシの野生樹が残されていたコーカサ

ス地方では，かっての野生樹林は伐採されていま

す。しかしながら，1930年代には何十キロにも及

ぶ落葉果樹の林が続き，バビロフルI)はこの地域の

観察から果樹の栽培化と改良の歴史的過程を提案

しています。この過程について，著者は以下のよ

うに名付けています3)。①最初の段階は多様な変

異を包含した野生林の中から，おいしい果実を着

ける樹を特定し，毎年，その樹から採集する「森

の中での果実採集」段階。②次に，野生林を開墾

し，畑地化するときに，優良樹を伐採せずに残す

｢小麦畑のリンゴの樹｣段階。③これらの樹を掘り

取って移植したり，ひこ生えを切り取って移植す

るか，この樹の種子を自宅に播いて，その実生の

中からおいしい果実を着ける実生を残す「わが家

自慢のリンゴの樹」段階。④このようにして改良

された遺伝的に近縁な品種群が特定地域に局在す

る「わが村自慢のリンゴの樹」段階（在来品種）

となります。

バビロフの提案はここまでですが，その後の果

物の改良の歴史をたどると，以下の段階が考えら

れます。⑤近代になり，わが国では，ナシ，カキ，

クリについて全国に点在する在来品種を国が集め

て試作したり，品評会を開いて優良な品種を選定

して普及させ，「全国的優良品種｣段階に発展しま

した。⑥大正時代に入って，選定した在来品種同

士の人工交配が行われ，「交配育種｣段階となりま

した。カキの「次郎｣，「富有｣，ナシでは「長十

郎｣，「二十世紀」が選抜された優良品種に当たり，

これらを交配親とした雑種第二代目がナシの「幸

水｣，三代目がr豊水」に当たります5)。

(2)ヤマモモに見られる選抜の足跡

リンゴでは，野生林の中から，どのような形質

について注目して選抜を行ったかは知る由もあり

ませんが，栽培化の初期段階にとどまっているヤ

マモモでは，主要な品種は森の中の優良樹を山採

りしたことが記録されています3)。また，「森の中

の果実採集」段階が現在も継続している特異な事

例として，伊東市八幡野浮山に残されているヤマ

モモ林での調査結果を紹介します4)。この地区の

鬼馴詞｢"画
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種ならびに地区住民着目樹（黒地）の分布
（梶浦，1997）
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ヤマモモ林は耕作に適さない溶岩台地にあり，古

くから，集落の徒や幕府の管理により，近年は国
かく

立公園法により伐採が免れ，野生群落が撹乱され

ずに残されています2)。ここでは,古くから集落民

が特定の樹を選定していて，どのような樹を群落

の中から選んでいるかが判定できます。図①に示

したように，野生群落の特徴として，果実重，糖

度についての樹間の変異は正規分布を示していま

す(果実重変異の図は割愛しています)。また，ヤ

マモモが「わが家自慢のリンゴの樹」段階にとど

まっているため，在来品種を上回る品質を示す野

生樹も見られています。ここでは，果実の小さい

樹は選ばれていませんが，果実の大きさよりも，

むしろ糖度の高いおいしい果実を着ける樹を選ん

でいて，コーカサスのリンゴの森でも同様であっ

たと想像されます。

(3)遺体で残された果物改良の歴史

縄文時代の三内丸山遺跡では，クリが栽培され

ていたらしいと報告されていて，クリもリンゴと

同様な長い改良の歴史を持っています。幸いなこ

とに，クリの殻は遺体として残されますので，出

土した遺跡を年代順に並べれば，改良の経過が追

跡できます｡南木8)によれば,図②のようにクリは

縄文時代前期から改良が加えられ，弥生から古墳

時代には，現在でも栽培している一部の在来品種

並の大きさまで達していました。

この事実は，果樹の品種改良がかなり古くから

行われていたことを示しており，中国では5000-

6000年前の遺跡からモモ等の核果類の核が発見

されています7)oモモの場合，わが国では，縄文前

期の伊木力遺跡が古く，弥生時代前期から多く出

土しますが，核の大きさを比較すると，縄文のも

のは核の長さが22mmから30mmあり，その後

は18mm程度に小さくなり，徐々に大きくなっ

ています。また，明治に入り，在来品種より格段

に大きい｢天津ｵ噴桃」(48mm)のような中国の

改良品種が導入されて，現在の品種改良の基にな

りました。ビワも明治に入って中国での改良品種

が長崎に再導入されて今日に至っています。この

ことは，中国で古くから改良が加えられていたも

50
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遺跡から産出する未炭化のクリと，森林中のクリの

果実形態の変異（南木，1994より一部改変）

（梶浦，1997）
A:縄文時代早期～前期,B:縄文時代中期,C:

縄文時代後期～晩期,D:弥生時代～古墳時代,E:
現代,A～Eのシンボルは測定した遺跡ごとの平均
値を示し，矢印は2つの測定形質の変異幅を示す。

図⑫

のが渡来したものの，その後の往来が乏しく，わ

が国で品質的に逆戻りして改良が進まず，継続的

に改良が加えられていた中国から，より進んだ改

良品種を明治に入って再度導入したことを示して

いるようです7)。

◆史前渡来果樹と中国大陸・朝鮮半島との

交流の役割◆

日本の国内で，バビロフの栽培化の段階をたど

ってきた果物としては，ニホンナシ，ニホングリ，

ヤマモモが挙げられ，改良が加わらないか，他の

渡来関連種との交雑で改良に貢献したものとして

タチバナがあり，野生のまま利用されたものとし

てカヤ，トチ，サルナシ，ヤマブドウ，アケビ，

オニグルミ等があります。また，野生が不確定な

ものとしてビワがあります。他の果物，リンゴ，

モモ，スモモ，アンズ，ウメ，カキ，ブドウ等は

皆，中国大陸，朝鮮半島から渡来したと考えられ

林業技術No.6791998.10
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図③チューゴクナシ鴨梨と同じ果形をした鹿児島
県の在来ニホンナシ品種「瓶梨」（原図）

〃
。

ています7)｡大陸・半島との交流により，多くの文

物，文化とともに，果物も稲などとともにもたら

されたと考えられますが，この場合は，前述のよ

うに大陸と半島でバビロフの栽培化段階をある程

度経過し，その後に日本に渡来したと考えられま

す。

ナシについては，東日本にイワテヤマナシが野

生していたと考えられますが，モモ等と同様に大

陸や半島から渡来したものもあるようです。直接

的な証拠としては，倭冠が持ち帰ったとされるチ

ュウゴクナシが山口県の安下庄に実在しました。

また，図③のように，ニホンナシの在来品種には

チュウゴクナシ「鴨梨」のような倒卵形な果実を

したものもあります。また，倒卵形や長円形をし

た品種の在来地分布を調べると図④のように南九

州，山陰，北陸等の大陸・半島との交流接点に多

く分布しています6)。さらに,収穫期が遅い晩生品

種も同様な地理的分布を示しており!)，ニホンナ

シの在来品種の分布には遺伝的偏りがあって，ニ

ホンナシと総称される果物は，改良のかなり進ん

だ渡来品種そのものや，日本在来の改良品種，そ

れらの複雑な交雑品種から構成されていると考え

られます。

●ニホンナシ改良の歴史◆

数少ない日本独自の改良の歴史を持つニホンナ

○′
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図④倒卵形，長円形のような細長い果実がなるニホン
ナシ在来品種の原産地分布（梶浦ら，1980）

シは品種名が1200以上記録され，在来品種の来

歴,特性の調査や保存が進んでいますs)｡在来品種

の果実品質をその品種成立年代順に追ってみると，

果実重については，江戸時代中・後期には一果が

lkgを超えるような晩生品種も現れています。

一方，果実の甘さについても，「幸水｣並みの甘さ

を持つ品種が明治時代には見られています。いち

ばん顕著な改良は，近年になり，果実の柔らかさ

と石細胞によるザラザラ感の緩和，多汁性といっ

た肉質の改良で，肉質の良い交配親を選択してき

た結果，「二十世紀」の近交係数が高まるととも

に，「蜜症状｣のような肉質が崩壊しやすい生理障

害が発生する実生も多くなっています5)。また,収

種期も9月上旬以前に収稚できる早生品種が多く

なっており')，一般に品質が悪い早生品種の改良

と，甘さと肉質が良い品種に進んできました。

◆品種改良の新たな方向◆

(1)果物観を変える新特性

ひたすらおいしさを追い求めてきた果物の品種

改良の歴史でしたが'3),消費志向の多様化,飲料等

食品の普及と多様化に伴い,r商品としての果物」

が強く求められてきました。このため，低価格や

省力化，減農薬化につながる多収性，自家摘果性，

低樹高性，病害虫抵抗性等が果実品質向上ととも

に要求されるようになりました。
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培化・改良の過程において，全く新たな段階とと

らえるべきであり，「実験室での改良｣段階とでも

呼ぶのでしょうか。

●結び●

人類が利用してきた多くの果物の中で，リンゴ

やナシ，モモ等の改良は目覚ましいものがありま

す。一方で，平安時代ごろまで利用していたシイ，

ハシバミ，カヤは改良が進まず置き去られたまま

ですが，キウイフルーツ，ブルーベリー，キイチ

ゴ類のように，近年になり新たに改良が加えられ

始めた果物もあります'3)。さらに,奈良,平安時代

にいったん中国から導入されたものの，その後の

改良品種がいまだに導入されていないナツメのよ

うな果物もあります。中南米や熱帯に目を向ける

と，先進国が利用していない果物も多く存在して

おり'1)，機能性の研究やバイオテクノロジーの手

法の発達と組み合わせて，全く新しい新規果物の

出現も夢ではないでしょうc

果実品質自体でも，消費者の簡便性への要求か

ら，種なし性や手で皮がむける柑橘の剥皮性が重

要となっています。このため，新たな果物商品と

して，「巨峰のように大粒で，皮ごと食べられ,種

子がないブドウ｣，「皮が手でむけ，中の袋が薄く

て食べられ，種子がないカンキツ（例えば「デコ

ポン｣や｢はるみ｣)｣，「梨のように多汁なカキ(｢太

秋｣)」等，従来の果物観を超えた品種作りが進ん

でいます。また，ホルモン処理で「種なしビワ」

も開発されていて，実用化が待たれています'3)。

(2)水菓子から健康増進食品へ

わが国では，古くは果物を「菓子」と書き，中

国から今日の菓子製法が導入されて果物と区別す

るために「唐菓子」と呼ばれ，やがて果物自体が

｢水菓子｣と変名しました。このように，欧米と異

なり，果物は3度の食事に必ず必要な食品として

ではなく，「おやつ｣，「お菓子」の位置づけであ

り，前述のように果汁飲料やケーキ等のお菓子と

の競合にさらされて，消費が低迷しています。

一方，「杏仁｣，「橘皮｣，「干棗」が漢方薬とし

て，大陸や半島から輸入されていました。そこで，

｢水菓子としてだけでなく,健康増進食品としての

果物」を再認識して，果物消費を拡大させるため，

果物の持つ機能性の研究が進展しています。最近，

温州みかんの果肉に含まれる「β－クリプトキサ

ンチン｣や'2),ナツミカン等の果皮に含まれるオー

ラプテンが'0)マウスのガンに顕著な発癌抑制効

果を示すことが明らかになり，カンキツ育種の現

場では，これらの含量も調査して，機能性を持つ

新系統の選抜が開始されています。

(3)バイオテクノロジーによる果実品質の改良

リンゴ，ナシ等のバラ科果樹では，山木，森口

等の一連の研究により9)，果実への転流や果実内

での糖代謝力§酵素レベルで明らかにされ，スクロ

ース，グルコース，フルクトース，ソルビトール

等の糖組成の差や糖蓄積機構が説明できるように

なりました。さらに，これら酵素に関与する遺伝

子が明らかになり，組み換え技術により，糖含量

を増やしたり，糖組成を変更する改良の可能性が

見えてきました。この手法は冒頭のバビロフの栽
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●

木の実とともに生きた

北上山地の農民

◆◆

鯵木の実は主食糧だった●

私は20年ほど前に，岩手･北上山地北部（盛岡

一宮古を結ぶ線以北）の農家は，自給自足の時代

に「食糧の自給はできたのか」を明らかにすべく

聞き取り調査をし，この中で木の実が主食糧の一

つであったことを知りました(1)。一方，この辺り

からも縄文時代の土器・土器片が数多く出土して

おり，これを使った当時の人々も木の実を食べて

いたに相違ないと思うようになりました。

この地方で開田が本格化したのは昭和30年代

に入ってからで，それまでは農家1戸平均約0．9

haの畑を耕作し,2年3毛作でヒエー麦一大豆を

作り，これにアワ・イナキビ．タカキビ（モロコ

シ）・ソバなどを加えて主食糧としておりました。

だが,これらでの自給率は約60％にとどまってお

りました｡ではこの不足する約40%の主食糧は何

で補っていたのでしょうか。

〔昭和初期まで〕目ぽしい現金収入はなく，林

や草場を周期的に焼畑とし，アワ．ヒエ・ソバ．
ま

大豆などを蒔き，秋にはミズナラ・コナラ．トチ．

クリなどの木の実を「ご飯代わりに食べるもの」

(主食)として拾っておりました。これへの依存度

は個々の農家の立地条件・経営耕地面積・自小作

別・家族人数などによって違っておりますが，平

均的には焼畑収穫物で20％強，木の実が20%弱

であったと思われます。昭和初期でさえこのよう

な実態でしたから，聞き取り調査が及ばない300

年，500年,1500年前にはもっと高い割合で木の

実に依存していたと考えて間違いありません。

〔昭和初期～30年代〕農家が副業製炭者化し，

木炭収入で雑穀（主にヒエ）を購入できるように

なります。すると間もなく焼畑は放棄され，木の

元

はたけやまつよし

畠山剛
中学校教員／山村研究者

実食も減少の一途をたどります。全国一の生産量

を誇った岩手木炭(2)の主銘柄は｢楢炭」の角俵･丸

俵でした。木炭原木がコナラ・ミズナラの樹木で

すから，木炭生産量の増加は，伐採量の増加→木

の実の採取量の減少→木の実食の減少→購入主食

糧の増加，という脈絡で，木の実食離れが進みま

した。

でも開田によって食糧の自給が可能になるまで，

村人は「木の実は拾うもの，拾わなければならな

いもの」と認識しており，いまでも年寄りは「孫

たちに食べさせたい」と木の実食を作りますから，

この伝統はなお生きているといえましょう。

●木の実食●

(1)拾う

コナラ・ミズナラ・クリは日当たりを好み，北

上山地では標高5，6百mまでコナラで,これを優

占種としてクリが混交しています。これより上部

1,000m付近までミズナラ,沢筋にはトチ･クルミ

が自生しています。これらの木の実の用途は，主

食糧一ミズナラ・コナラ。トチ，主食糧にもなる

－クリ，主食糧でない一クルミ，でした。だがミ

ズナラとコナラにはタンニン，トチにはタンニン

とサポニンが含まれるので，これらを除去しなけ

れば食べることはできません。

木の実が落ちる9月中旬を過ぎると，人々はミ

ズナラが自生する奥山を目指します。それは，ミ
た

ズナラはコナラより粒が大きく拾い貯めやすく，

トチは後述する理由で主食糧としては劣っていた

からでした。私の木の実拾いの測定では,1,800

cm3(1升）拾い貯めるのにコナラは10分15秒，

ミズナラは7分，トチは1分15秒を要しました。

コナラよりも食味に劣るミズナラを真っ先に拾

林業技術No.6791998.10
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写真①煮沸法によるアク抜き。なべ中央のドゥ（竹や細木を筒状に編んだ道具）から灰水などをくみ取る

ったのは，実った年にできるだけ多く拾い貯めて

｢ケカジ（飢蝕）貯えにしたい」と思っていたから

でした。したがって豊作年一秋の1戸当たり採取

量は，ミズナラ4～5石(720～9004),コナラは

この1/10程度，トチは木の実の保有量によって加

減されますが，ミズナラに匹敵する量になること

もありました。

(2)アク抜き

ミズナラ・コナラは湯がき，トチは湯がかずに

乾燥させ，屋根裏に保存します。ミズナラとコナ

ラのアク抜き法は同じで，2つの方法があります。

1つはく煮沸法〉で，湯がき→乾燥保存→皮・渋

を取り除く→水に漬ける（1日）→水煮→水を捨

てる→アク水（灰汗）で煮る→灰味が消えるまで

何回も水を取り替えて煮る（8回前後）→蒸す，

です。アク水とは，ざる状の容器に取った木灰に

水を滴下し，滴り落ちた液のことです。2つはくデ

ンプン抽出法〉で，これには主に生コナラを用い

ます。粉砕→布袋に取り容器に張った水の中で榛

み絞る→デンプンを沈殿させ渋味が消えるまで何

回も水を替える→水を加えて加熱し糊状にする，

です。いずれも約2昼夜で全行程を終えることが

できます。

主食は煮沸法で作ります。この過程での廃棄率

は,私の実験によれば約50％ですが,仕上がりは

水分を吸って豊潤となるため，原材料よりやや重

くなります。これを椀に盛りきな粉と混ぜ，ヒエ

林業技術No.6791998．10

(麦)粥と交互に口に運ぶのが普通の食べ方で，無

味であることが継続摂取を容易にしました。デン

プン抽出法はデンプン以外はすべて廃棄されるの

で廃棄率は90％以上で,そのうえ粉砕にも手間が

かかり，来客への珍味な馳走，子供のおやつにす

る程度で，主食ではありませんでした。

トチのアク抜き法も2つあり，1つがく煮沸法〉

で，これが主食にするときの方法です。乾燥1､チ

→水に漬ける（3日）→皮剥き→流水に演ける（7

日）→アク水に漬ける（3日）→流水に漬ける（3

日）→アク水に漬ける（2日）→水煮→水を捨て

る→アク水で煮る→アク味が消えるまで何回も水

を替える→蒸す，という方法で,全行程に20日近

くを要します。トチは甘味があるので食べるとき

にきな粉をかけません。この甘味が継続摂取を難

しくしました。しかもアク抜きに長時間かかる割

に苦味が残り，それを食べると女の生理が長引い

たといいます。2つはくデンプン抽出法〉です。

トチを粉砕する→布袋に取り水を張った容器の中

で操み絞る→上澄水が無色になるまで何回も水を

替える（7日）→アク水に浸す（2日）→水に浸

す→苦味が消えるまで何回も水を替える，です。

これをゆるく炊いたヒエ（麦）粥にひつつん（引

っ摘む）で入れるのですが，これにも2週間を要

しました。

このようにトチは主食糧としてナラより劣って

おりました。このためにまずミズナラを拾い，そ
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写真②縄文時代に用いられていたであろう木臼（右）とうるがある木（左）と杵（前）

（写真は現在。岩泉町大川にて撮影）

にはなれず，もっぱら甘味料にアクセントを置い

た増量材として用いられました。だがこの干しク

リも一夏越すと虫に食いつぶされ，ナラ・トチと

違って長期保存はできませんでした。

◆縄文人の食糧◆

このような北上山地農民の木の実食の伝統は，

遠く縄文人たちの食習慣を継承していると考えて

おります。

古代人の成人1人1日当たり2,000カロリーの

熱堂を必要とし,その70％をミズナラなどの実か

ら摂取したとすれば，年間1人当たり約4石4斗

(“0キロ）が必要です。平年作以上であれば，採

取エリアを住居から片道約1時間以内と限定して

も資源量は無尽蔵でした。だが採取保存しなけれ

ば食糧にはなりません。

この採取量は「1日1人当たりの採取量とその

人数の積に比例する」という経験則があります。

前述の採取量の測定結果から1日1人当たりの採

取量を求めると3～3.5斗（30～35キロ）で，こ

れは北上山地農民の採取量とほぼ合致します。採

取人数は家族数または人口の半数，年間採取日数

を50日と仮定すれば,平年作以上の年では一秋に

約2年分の採取が可能でした。木の実は2年ある

いは3年に1回程度しか実りません(3)から，残り

は大切に保存されました。この保存場所は竪穴住

居の屋根裏や共同の倉庫だったと思います。

の保有量を軸として木の実の摂取リズムが作られ

ました。年リズムは，農閑期でしかも腐敗しない

冬期間に多く食べる，トチは冬期間にだけ食べる，

年中食べる家では冬には日に3回食べる。日リズ

ムは昼食が最も多く，朝食，夕食の順で少なくな

る，などでした。

◆クリの実◆

クリはタンニンなどの有毒成分を含有しないの

でアク抜きを必要としません。だが北上山地の例

では主食糧としての摂取量はミズナラ・トチより

はるかに少ないものでした。

〔生クリ〕生クリの皮と渋を剥き，水煮し，煮

上がったら蒸す，または煮上がったものをヒエ飯

などに混ぜるで，これらは主食としての食べ方で

す。このように主食には生ものが使われますので，

摂取期間は生の状態での保存可能期間に左右され，

多く食べる家でも約1カ月間1日1食，大部分は

年間でも数えるくらいしか食べませんでした。こ

れはクリは甘味が強く飽きやすいことにも関係し

ていました。

〔干しクリ〕湯がいて虫を殺し，乾燥保存した

ものです。この食べ方は，皮と渋を除き一晩水に
あずき

漬けてから煮，小豆に混ぜてさらに煮てクリあん

にし，「クリまんじゅう」「クリにごし」にする，
つ

あるいは餅アワとともに蒸し，臼で搗いて「クリ

餅」にしました。干しクリは甘味が強いので主食

休業技術No6791998.10



30

次はアク抜きです。皮・渋の除去は，うろのあ

る木を切断して底をつけた臼を用い（写真②参

照)，これに乾燥ミズナラの実を入れて手ごろな棒

(杵)で搗くと容易に剥け，これを木の皮で作った
み

箕で吹き飛ばします。うろがある木はアク水作り

にも使われ，この一端にホダ（成熟したワラビ）

を敷き詰め，灰を入れて水を滴下します。北上山

地ではこの道具を「アクダレド」と呼んでおりま

した。これを受ける容器も，うろになった木を加

工した器，木材をくり抜いた舟，土器も使われた

のでしょう。

このアク水作りに要する木灰は炉から採取され

ます。樹木の乾物重量の約0．5％が灰分としても，

炉火を年中燃し続けてもなお足りず，このため木

灰を効率的に採取できる複式炉が考案普及された

のでしょう。縄文時代にあっては，薪は炊事・採

暖・照明用だけでなく，灰水の原材料として必須

で，この確保も死活問題の一つであったに相違あ

りません。

煮沸用器具は深鉢土器で，ドゥは使わずに容積

の6，7割まで木の実を入れ，アク水などを沸き

こぼれない程度に注ぎ,炉に掘っ立てて加熱し(写

真①と同じ工程),アク水などの汲み取りはその上

部で行われたと思います。

◆クリー実か材か今

北上山地の腱民たちはクリの木を材として重宝

し利用してきました｡家屋の柱や土台,ハセ(4),水

バッタ(5)の竿と支柱,柾屋根材,自在かぎ,小割り

して垣根，にも用いられます。これはクリの木が

保存性に極めて優れ(6),しかも木材･炭火物ともに

発火点(7)が高い，すなわち「燃えにくく消えやす

い」という固有の性質によるものでした。

このクリの木は縄文時代にも，材として多様に

利用されていたのでしょう。山内丸山遺跡の人々

が，巨木建造物の材としてクリの木を選択したの

は，この優れた性質を認識していた確かな証拠で，

クリの巨木にムラの永遠なる繁栄の願いを託した

のです。もちろん竪穴住居などの柱材にも用いら
さ

れ，それらは搬出が容易な集落の最寄りから伐り

出されたに相違ありません。すると春になると切
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り株から萌芽し，数年で実をつけ，25年もすれば

柱材に利用できるほどに成長します。こんなとき

人口増加や住居火災などのために住居新築に迫ら

れ伐木します。すると，またその切り株から萌芽

し成長します。

いわば保存性が「極めて高い」クリの木は，適

当な太さに成長すると伐採され，生活拠点に集材

され利用されたのですから，遺跡発掘の際に他の

樹種より多く出土するのは当然のことなのです。

このようにして，人の手によって伐木される間

は萌芽し成長しますから，集落の移動や消滅ある

いは天変地異がないかぎりクリ林であり続けたと

思います。言い換えれば，長期間にわたって栄養

繁殖が繰り返されたのですから，そこから出土し

たクリの実のDNAのパターンは同一で，栽培種

よりもそろっている可能性があるのではないでし

ょうか。

このように見ると，遺跡集落がクリ林に囲まれ

ていたとしても，それは第一義的には用材として

のクリの木の伐採地で，食糧としてのクリの実の

採取は「落ちているから拾う」という程度であっ

たのではないでしょうか。

北上山地膿民の木の実食とクリとのトータルな

かかわり合いをフィルターとすれば，このように

考えたほうが自然であり，無理がないと私は思う

のです。

【注】

(1)詳しくは畠山剛rむらの生活誌』彩流社1994年，同上

r新版縄文人の末憲たち－ヒエと木の実の生活史』彩流社

1997年参照

②詳しくは畠山剛r炭焼物語』雄山闇1971隼同上r岩

手木炭』日本経済評論社1980年参照
⑧私の調査では7年間に平年作以上3軍不作が4年うち
2年は結実皆無
側雑穀や牛馬の飼料などの乾燥施設

(a沢水を利用した雑穀などの精白用具

6大日本山林会編『改訂新版森林家必携』林野弘済会（平
成5年）514頁

例三浦伊八郎『薪炭学資料』共立出版（昭和18年）406頁

樹種

ﾎ織順

棚発順

クヌギ

459

440

ナラ

437

377

エゴ

401

398

ハンノキ

433

338

クリ

467

446

ネム

437

391

（単位：℃）

〔現朧所：溝手k↓下閉伊郡岩泉町大字大川字日蔭道ノ下28〕
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正しいクラバ（ココヤシ）

の使い方

北村昌三 (きたむらしようぞう）林野庁研究普及課技術開発担当課長補佐

切り倒されるのを見ると血が騒ぐ。今回切られたココ

ヤシの木は全部で3本。さっそく巻き尺を取り出して

切り株の直径を測ってみた。結果はそれぞれ53cm,60

cIn,68cnlo根元は幹に比べて太くなっているので，実

際の胸高直径(地'二1．3mの高さの直径）は35～40cnl

くらいだ。葉の付いている先端部直下の幹直径は

23～27cmだった。

ついでに倒された木の長さを測る。幹はすでに別の

場所に転がされて，引き割り（製材）の真っ最中なの

で，切り落とされた先端部から切り株までの距離を測

った。どの木もだいたい13～14mというところだ。こ

れで25～30年だという｡椰子の木はてつぺんにしか葉

がつかないし,葉全体の長さも4～5mはあるから高

く見えるけれど，幹そのものの高さは実際にはそれほ

どでもない。もちろん20m以上あるようなものもと

きどき見かけるが,それは50～60年ほどもたったもの

だという。どっちにしても，なかなか梢殺("うらごけ”

と読みます。ワープロで漢字変換すると“製後家”な

JICAがインドネシア国バリ・ロンボク島で実施し

ているTheDevelopmentofSustainableMangrove

ManagementProjectに参加していたおり，クラパ

(ココヤシ）の自家製材現場を観察する機会を得まし

た。そのなかから，ココヤシ材の製材方法や材の性質，

花や芽の構造と実がなるまでの過程，果実や樹液の利

用，そして珍味として賞味される頂芽の新芽など，家

族総出の作業風景の描写を交え，ロンボク烏の村での，

余すところのないココヤシ利用法について紹介します。

クラパ（ココヤシ）の自家製材

ここはロンボク・テイムール（東部）の海辺にある

小さな村，サンベリア。プロジェクI､のベースキャン

プにしているコテージに着いたとたん，ものすごいチ

ェンソーの音に驚かされた。

「クラパ（ココヤシ:Cocosnucife,･a)は僻てるとこ

ろなんかない。根以外は残さず使える。根だって棚り

起こせば薪に使えないことはないぞ」

コテージのおやじが，若い者にチェンソーを使わせ

ながら得意そうに話す（写真②)。

もともとココヤシ畑だったところにコテージを建て

たため，敷地内には椰子の木が等間|輔で立っていたの

だが，実が落ちて危険なので，食堂のそばと駐車場に

している草地に生えている何本かを切り倒しているの

だという。宿を始めてもう5年になるのに，今ごろに

なって何をやっているんだと言うと，

「いや,今までは実が落ちても当たったりすることは

なかったから大丈夫だったんだけどなあ。大統領選挙

も近いし，近ごろは，なんでも物騒になってきたよ」

と，難しい顔をしてぼやいた。

なんだかよくわからないが，どうやら，だれかが落

ちてきた実に当たってしまったらしい。大けがをして

いなければいいんだけど。

それはともかく，もともとが林業屋としては，木が

筈
口

写真②職人芸のチエンソー製材
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どという文字が出てきて苦笑させられますが，林業の

専門用語で，木が先端にいくにしたがって，しだいし

だいにやせ細っていくことをいいます）の少ない通直

完満（これも林業用語。“つうちよくかんまん”と読

み，まっすぐでうらごけが少ないという意味です）な

材である。彼らが言うには，椰子の木はある程度成長

すると太さの成長が止まってしまい，上に伸びるだけ

になる。だからこんな形になるんだ，というが，椰子

には形成I闇はなかったんだつけ？今さらながら勉強

不足に気がついて，あせってしまう。

材はもちろん年輪などなく，縦方向に通る1ミリ径

ほどの繊維が束になって圧縮されたような感じの材で

ある。だから鋸でひいたばかりの切り口はひどくけば

だっていて，とげが刺さりかねない。かつてマレーシ

アで，オイルパームの材は柔らかくて繊維がくだけて

しまい，木材としては使いものにならないと聞かされ

ていたのでちょっと驚いたのだが，ココヤシの材は強

く，建材としてこの地方でふつうに使われているとい

う。ココヤシ材専門の製材所もあるらしい。そういえ

ば，コテージのアランアラン（カヤ）ぶきの客室の柱

や梁もココヤシだった。

材は椰子の木の植物学的な構造から，真ん中のほう

は柔かく，材としては使いものにならない。だから材

の取り方は，外側から囲むように木取り（これもまた

林業用語。丸太の断面にどのように製材するか割り付

けることをいいます）していく。ふつうは等級を3ク

ラスに分けるそうで，いちばんよい外側の材は色が黒

く，繊維の間の木質が織密で固い。50～60年生の木か

ら取れる本当にいい材は，釘を打ち込むことができな

いくらい固いのだそうだ。ちなみにそういう最上級材

は，この辺りでは3×10cm角で1m当たり2500ルピ

ア。1日の労働者の賃金が約5000ルピア（約250円

1997年現在）だから結構な値段である。

こういう材の性質があるせいか，あまり太い材は取

らず，平角の材を取るのがふつうだそうだ。しかし板

材はあまり取らない。また，できるだけ外側を取ろう

とするから，ときどき一角が皮付きになってしまった

りするが，テイダ・アパアパ（だいじょうぶ，だいじ

ょうぶ）ということで，値段は変わらないそうである。

今回は，今建てている家に使うとかで，結局1本当た

り,9cm×13cm×4mの材が約10本,5cnl×5cmx

4mが約10本,5cm×5cm×2mが約6本,低質材

も入れると,切り倒したココヤシの木3本で80本以上

の角材が取れた。木が若いので1等材は取れなかった
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ようだ･

製材したばかりの材は，白っぽくて柔らかい感じが

する。実際，9伽1×13cmの材でも横から力を加えると

弾力があって簡単に曲がるので，折れやしないかと心

配になるが，乾くともっと固くなるという。低質材は

この時点でも簡単に見分けがつく。繊維の数が明らか

に少ないし，繊維の間の木質も粉っぽくぽろぽろした

感じがする。太くて固い繊維力幅じったソフ1､ボード

(繊維圧縮板：建材の一種で防音壁などに使われてい

るものです）という感じだ。これは乾燥しても変わら

ず，材の表面がぽろぽろした感じで“とのこ”がつい

たようになる。それでも，天井などの力のかからない

場所の骨組みや埋めぐさには十分だそうで，コテージ

の食堂の天井を見ると，しっかりこの安物材が利用さ

れていた。

チェンソーの使い方は堂に入ったもので，見ている

間に丸太は側を落とされて，杣角（"そまかく”：丸太

の2辺をそいで，断面が太鼓の形になった材をこう呼

びます）にされ，木取りの線を簡単に断面に引いただ

けで，いきなりチェンソーのブレード（鋸歯のガイド

板）を入れるのだが，まるで製材機のごとく真っすぐ

な美しい材を切り出してしまう。これに限らず，イン

ドネシア人は器用だなあと感心させられることが多く

て，思わず見直してしまうことがしょっちゅうである。

ココヤシの葉，そして花と実

しばらく職人芸のチェンソー製材に見入っていたが，

すぐにそばに切り落とされたココヤシの葉つき先端部

が転がっていたので，そっちも観察することにした。

ふつうは頭上高くにあって，めったに間近に観察でき

ることなんてないから，こんなにいい機会を逃す手は

ない。

ココヤシの葉は鳥の羽のように，葉軸の両側に細長

い剣状の小葉が並んだ羽状複葉だ。1本の木につく複

葉の数は25～35,葉軸の長さは4～5m程度,小葉の

数はバニャッ！（たくさん！）である。葉柄の根元(葉

鞘といいます）の両側はあらい繊維で織った布のよう

になっていて，タケノコの皮のように内側の若い葉柄

と花芽をくるみ込み，てつぺんのあたりは幾重にも巻

き込みあって筒のようになっている。この布のような

組織は，実際，ちょっとした容器をつくるのにも使え

るし，昔は靴の材料としても使っていたそうだ。椰子

の木を見上げると，葉柄の付け根と実の間に，荒織り

の布のようなものが巻きついて垂れ下がっているよう

に見えるのがこれである。



写真③開きはじめたココヤシの花序。付け
根の方にボール状の雌花が見える

その布の筒の真ん中から，緑色をした葉軸が小葉を

張り付けるようにたたんだまま，垂直に伸びている。

この，伸び出たばかりの開いていない複葉は，断面が

三角形で，斜めに割れ目が入った先細りの棒のように

見える。強くつかむと割れ目がほぐれるように裂け，

中からクリーム色の小葉の面が現れる。棒の下部は次

の複葉の葉軸が組み合わさり，一体となって成長を始

めている。

バリではこの状態の葉を取ってきて，ヒンドゥーの

お供え物やお飾りの材料として利用する。細い緑色の

縁があるクリーム色のみずみずしい葉がとても美しい。

葉の面が緑になってしまったものは，ふつうは使わな

い。新しい複葉は5日～1週間ごとに出てくるという。

材料として新葉を刈り取って利用する場合は，木を痛

めないよう，3カ月おきにしか収穫しない。開ききっ

た複葉はそのまま切りはずして，葉軸を残したまま小

葉をマットのように編み，日覆いにしたりする。また，

十分に開いた細長い剣状の小葉の真ん中に通っている

中肋（"ちゅうろく”）はバリ語でリディといい，切り

はずすと先細りの竹ひごのようになって，これは束ね

てほうきにする。このリデイ製ほうきはパサール（市

場）やスーパーマーケットでも売っている。

葉鞘の筒を切り開くと，内部にはクリーム色をした

葉の原基と，さやのような花芽原基が何層にもなって

用意されているのが見える。これが次々と成長しなが

ら伸び開き，しだいしだいに放射状に開くように垂れ

下がっておなじみの椰子の木の形になるというわけで
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ある。

1つの葉柄の付け根の内側，葉腋（"ようえき"）に

必ず1つの花序（花の穂。ココヤシの場合は複穂状花

序"ふくすいじようかじょ"）がつく。新しく複葉が現

れてから1カ月くらいたつと，葉柄が外に開き，大き

な紡錘形のさやのようなものが現れる。これは苞葉

("ほうよう")といい，この中に花序が折りたたまれて

しまいこまれている｡苞葉は成長しきると約50cnlにな

り，縦に裂けて中から花序が伸び開く(写真③)。花序

は最初大きな稲穂のようで，籾の粒に当たるの力雌花。

直径5～7mmのつぼみが2つずつペアになってついて

いる。1つ1つの穂の枝（小穂“しょうすい"）の根元

から3～7個は，直径1～2cI11ほどの球形をした雌花

が2つの雄花の間に挟まれる形でついていて,これが

椰子の実になる｡小穂の数は30～40本。雄花の数を数

えてみたら1小穂当り250～350個もあった｡椰子の木

を見上げると，葉の間，てつぺんの方に，開いたさや

を後背にして，小穂を開きかけたクリーム色の花序が

立ち上がっているのが観察できるはずだ。雄花はこの

あと開くとすぐに落ちてしまうが，さやは果実が落ち

たあとも葉が落ちるまで残り，花序と一緒に葉柄の付

け根からぶら下がっている。

花序は開ききると垂れ下がり，小穂がまるでクリス

マスツリーのような形に開いて，それぞれの雌花が互

いにじゃましあわないような位置になる。そうなる前

に，花序の根元をちょん切って，切り口からしたたる

汁を集めて発酵させると椰子酒，それを蒸留するとア

ラツ（焼酎）になるというわけだ。発酵させないで煮

詰めると，パサールで売っているグラメラ（赤砂糖）

が取れる。

受精した雌花は花序が現れてから2カ月くらいで直

径25～30cmのいわゆる椰子の実の形になる。ワルン

(茶店)やレストランで，うす緑色の椰子の実の先端を

切り開き，長いス1､ロ－をさして出してくれるクラパ

ムダ（"若いヤシの実”という意味）がこれだ。中のジ

ュースを飲んでしまった後は，実を半分に断ち割り，

大きなスプーンで殻の内側に張り付いている，ぶるぶ

るした胚乳をこそげながら食べる。

3カ月になると完熟し，胚乳が固くなって油を絞っ

たり，削ってココナツミルクをつくるなど料理の材料

として使用する。椰子油原料として輸出されるコプラ

はこの胚乳を乾燥したものだ。成熟した胚乳を採取し

たあとの殻は，蒸し焼きにして椰子殻活性炭にしたり，

きれいに加工して食器にも使用する。椰子の殻でつく
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写真④（左）

樹冠頂部の新芽断面。まん
中が食べられるプダック

写真⑤（右）

プダックは子どもには最高
のおやつ

った食器は純のある黒い材質に独特の模様と丸みが美

しい。

成熟する実は1花序当たり10～15個だというが,な

にせ1本の葉柄に必ず1つ花序がついているのだから，

椰子の木の上にしょっちゅう成熟した実がみのってい

るのも納得できる。木を真下から見上げると，葉柄の

間から鈴なりになった実が幹を取り囲んでサークル状

になっている。実が落ちた後，葉はしだいに垂れ下が

ってきて，最後に幹から葉柄がはがれるようにして落

ち，葉柄のあとが節になって残る。節の間隔の分だけ

幹が伸びたことになる。幹に残っている節の数を数え

れば，今まで何枚の葉がついたかもわかる。葉の寿命

はだいたい5～6カ月だという。

とてもおいしいココヤシの新芽？

そばにいた若い者をつかまえて，話を聞きながら観

察を続けていると，おやじがやってきて，

「この，先っぽの芯は食べられるんだ。おいしいぞ」

といい，いきなりバラン（先が鎌のように曲がった山

刀）で頂芽を切り落としてしまった（写真④)。

つぎに，新芽をくるみ込んでいる葉鞘と荒布のよう

な皮を切り開き，直径6～7cmほどの円筒形をした真

っ白な髄のようなものを15cmほど切り取って手渡し，

「食べてみろ，たべてみろ」とすすめる。

表面は滑らかなプラスチックのような感触で弾力が

あり，力を加えると縦に裂ける。頂芽の中，幹の先端

の中心部に何段階にも用意されている葉や花芽の組織

が，巻き込むように幾層にもなって折りたたまれてい

るのだ。外側のほうにはすでに伸びるばかりになった

複葉の層が見える。葉柄の両側に続く層は薄くて，ま

るでタケノコの皮のようにはがれる。味はとても淡泊

で，青い香りがかすかにした。それこそ掘り立ての夕

林業技術No.6791998.10
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ケノコの，まったくあくのない柔らかなものを食べて

いるような歯触りである。タケノコよりももっと上品

でおいしいような気がする。

子供たちがわれ先に手を出し，めいめいに自分の分

を確保すると，キャッキャッと笑いながらかじり出し

た(写真⑤)。放し飼いの鶏も駆け寄ってきて，おこぼ

れを争う。なかには切り開いた幹の先端の中に飛び込

み，一生懸命に首をつっこんでつついているものもい

る。人間だけでなく，鶏にとってもかなりのごちそう

であるらしい。

この辺りでは野菜に利用するそうで,ササック語(ロ

ンボク現地語）でプダックというそうだ。バリ語では

アンポール，インドネシア語ではなんていうのか知ら

ないという。こういう市場にも出ないような，そして

うまいものには，共通語のインドネシア語の名前なん

てないのかもしれない。製材作業の途中だったのが，

みんな手を休めてしまって，

「エナッ，エナッ！（うまい，うまい！）」と，思わ

ぬおやつ付き休憩になってしまった。おやじはときど

き渋い顔をしながらも，子供たちや私たちがプダック

をぱくつくのをうれしそうに見ている。子供を抱いた

奥さんも外に出てきて，

rこういう食べ物は日本にもあるの？」と聞くので，

「いや，ない。こんなうまいものは初めてだよ。とっ

てもおいしいよ。ありがとう」というと，とても得意

そうな顔になって，うれしそうにほほえんだ。

その日，夕食に出されたスープには，この椰子の新

芽が山盛りになって浮かんでいた。

(1997.319ロンボク島サンベリアSIOLAコテージ

にて）

（本年4月投稿いただきました。編集部）
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１

ROALD"A"Z

ハ"yyEAR

味
に
対
す
る
嫌
悪
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
、

す
べ
て
の
人
に
対
す
る
耐
え
が
た
さ
に
よ
る
反
乱
」

だ
っ
た
と
弟
は
理
由
づ
け
る
。
か
た
つ
む
り
の
皿
を

押
し
戻
し
た
コ
ジ
モ
は
、
そ
の
直
後
に
か
し
の
木
に

よ
じ
登
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
動
作
の
確
実
さ
と
す
ば

た
ま
も
の

や
さ
は
、
日
ご
ろ
木
登
り
に
精
出
し
て
い
た
賜
物
だ
。

コ
ジ
モ
は
か
し
の
木
の
上
か
ら
世
界
を
眺
め
る
。

遠
い
所
か
ら
は
す
べ
て
が
違
っ
て
見
え
る
。
父
男
爵

の
憎
し
み
の
対
象
で
あ
る
地
続
き
の
オ
ン
ダ
リ
ー
ヴ

ァ
侯
爵
家
の
広
い
庭
園
の
樹
上
に
も
、
コ
ジ
モ
は
出

没
す
る
。
や
が
て
樹
上
か
ら
侯
爵
家
の
令
嬢
と
も
親

し
く
な
る
。
令
嬢
は
言
う
。
「
あ
ん
た
は
、
木
の
上
の

領
主
さ
ま
よ
、
い
い
わ
ね
、
で
も
一
度
だ
っ
て
地
面

に
足
を
つ
け
た
ら
、
あ
ん
た
の
領
地
は
す
っ
か
り
な

く
な
っ
て
、
あ
ん
た
は
い
ち
ば
ん
下
っ
ぱ
の
奴
隷
で

い
る
の
、
わ
か
っ
た
わ
ね
？
枝
が
お
れ
て
落
っ
こ
っ

た
っ
て
、
お
し
ま
い
な
の
よ
／
・
」
こ
の
言
葉
ど
お
り
、

コ
ジ
モ
は
最
後
ま
で
地
面
に
足
を
つ
け
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。

わ
が
ま
ま
い
っ
ぱ
い
の
令
嬢
は
や
が
て
こ
の
地
を

去
り
、
後
年
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
美
貌
で
華
や
か
な

社
交
界
の
女
王
と
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
、
樹
上
の

､

〃伽""ted伽
""""B雌馳

ロアルド・ダール：

rMyYear｣1993,表紙

コ
ジ
モ
と
大
恋
愛
劇
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

「
ほ
ん
と
う
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
昔
、
ロ
ー

マ
を
出
発
し
た
さ
る
が
、
木
か
ら
木
へ
と
飛
び
移
り

な
が
ら
、
ス
ペ
イ
ン
ま
で
一
度
も
地
に
ふ
れ
ず
に
行

き
つ
く
こ
と
が
で
き
た
…
わ
た
し
た
ち
の
こ
ろ
、
そ

れ
ほ
ど
樹
木
の
密
生
し
て
い
た
所
と
い
え
ば
、
わ
ず

か
に
オ
ン
ブ
ロ
ー
ザ
湾
の
端
か
ら
端
ま
で
と
、
山
の

て
つ
ぺ
ん
に
ま
で
至
る
そ
の
谷
間
だ
け
だ
っ
た
。
…

と
こ
ろ
が
フ
ラ
ン
ス
人
が
や
っ
て
来
て
、
ま
る
で

年
々
、
鎌
で
刈
り
と
れ
ば
、
ま
た
は
え
て
来
る
草
刈

り
場
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
森
を
切
り
始
め
た
の
だ

っ
た
。
そ
し
て
二
度
と
は
え
か
わ
り
は
し
な
か
っ
た

の
だ
。
・
・
・
今
や
山
の
峰
は
赤
は
だ
か
で
…
」

樹
上
か
ら
令
嬢
が
置
き
去
り
に
し
て
い
っ
た
犬
を

手
な
ず
け
た
り
、
猟
を
し
て
食
料
を
得
た
り
、
ト
イ

レ
を
作
る
な
ど
、
一
人
で
生
き
ら
れ
る
よ
う
コ
ジ
モ

は
全
知
全
能
を
傾
け
る
。
そ
う
い
う
な
か
で
、
イ
タ

リ
ア
の
森
林
が
こ
の
よ
う
に
無
残
に
も
伐
採
さ
れ
て

い
く
あ
り
さ
ま
が
述
べ
ら
れ
る
。
一
見
奇
想
天
外
とな症

見
え
る
彼
の
樹
上
生
活
の
物
語
の
中
に
、
作
者
は
生

の
現
実
を
織
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
確
か
な
リ
ア
リ

テ
ィ
を
感
じ
る
。

こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
一
九
五
○
年
代
は
、
数
々

の
社
会
不
安
を
抱
え
て
い
る
情
況
だ
っ
た
。
作
者
は

他
の
作
品
の
中
で
、
一
人
の
若
者
に
こ
う
言
わ
せ
て

い
る
。
「
こ
の
世
の
中
で
は
何
か
を
し
よ
う
と
す
れ
ば

必
ず
手
を
汚
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
コ
ジ
モ
が
地

上
の
生
活
を
最
期
ま
で
拒
否
し
、
樹
上
生
活
に
終
始

し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
地
上
不
在
」
で
あ
り
「
樹

上
か
ら
の
参
加
」
は
、
こ
の
若
者
の
言
葉
を
コ
ジ
モ

の
物
語
の
中
で
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
言
え

っ
（
》
○

コ
ジ
モ
は
樹
上
で
万
巻
の
書
物
に
目
を
通
し
、
百

科
全
書
派
の
人
物
と
文
通
し
た
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が

彼
の
所
に
訪
ね
て
来
た
り
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
い

と
も
平
然
と
起
こ
る
の
だ
。
そ
し
て
ど
う
見
て
も
気

ま
ぐ
れ
と
し
か
思
え
な
い
彼
の
決
意
を
、
全
く
曲
げ

る
こ
と
な
く
推
し
進
め
て
い
く
さ
ま
に
は
、
滑
稽
を

超
え
て
、
何
か
す
が
す
が
し
い
感
動
を
覚
え
る
の
で

あ
る
。
コ
ジ
モ
は
こ
の
地
上
の
こ
と
を
よ
く
見
る
の

に
は
、
必
要
な
距
離
を
置
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

言
っ
て
い
る
。
彼
が
樹
上
で
生
き
た
の
は
、
こ
の
距

離
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
。
彼
の
最
期

が
ま
た
ふ
る
っ
て
い
る
。
飛
ん
で
き
た
気
球
に
飛
び

乗
り
コ
ジ
モ
は
昇
天
す
る
。
結
尾
は
こ
う
な
っ
て
い

う
（
》
Ｏ

「
わ
た
し
た
ち
オ
ン
ブ
ロ
ー
ザ
の
老
人
に
と
っ
て
、

こ
の
空
を
眺
め
る
と
、
目
が
痛
く
な
る
。
兄
が
去
っ

た
の
ち
は
、
木
が
も
た
な
く
な
っ
た
と
で
も
言
う
の

章
書
か
り

だ
ろ
う
か
？
そ
れ
と
も
人
間
が
鍼
病
に
で
も
か
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
に
樹
木
も
変
わ
っ
た
。
…

今
は
砂
漠
の
木
ば
か
り
だ
。
オ
ン
ブ
ロ
ー
ザ
は
も
う

な
い
の
だ
。
広
々
と
な
っ
た
空
を
眺
め
な
が
ら
わ
た

し
は
、
ほ
ん
と
う
に
オ
ン
ブ
ロ
ー
ザ
は
存
在
し
た
の

だ
ろ
う
か
と
考
え
る
」
失
わ
れ
て
い
く
自
然
や
豊
か

だ
っ
た
森
に
対
す
る
、
な
ん
と
い
う
哀
惜
の
響
き
が

聞
か
れ
る
言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
訳
文
は
す
べ
て
米
川
良
夫
）
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今
で
も
世
界
中
の
子
供
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
、

一
九
九
○
年
に
亡
く
な
っ
た
英
国
の
作
家
ロ
ア
ル

ド
・
ダ
ー
ル
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
永
年
暮
ら
し
た

つ
づ

田
園
で
の
生
活
を
綴
っ
た
作
品
の
中
で
、
罵
巨
ご

園
①
目
曽
は
私
の
最
も
好
き
な
作
品
の
一
つ
だ
。
そ
こ

に
出
て
く
る
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ブ
レ
イ
ク
の
、
み
ず

み
ず
し
い
透
明
感
を
た
た
え
た
水
彩
画
が
何
と
も
素

敵
だ
。
十
月
の
章
を
見
て
み
よ
う
。
四
十
年
前
に
移

り
住
ん
だ
田
園
の
家
の
裏
庭
に
は
、
林
檎
、
梨
、
桜
、

プ
ラ
ム
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
か
な
り
の
果
樹
が

今
は
老
化
や
嵐
で
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
林

檎
の
木
は
三
十
本
ほ
ど
健
在
だ
。
で
も
こ
こ
十
何
年

か
子
供
た
ち
は
全
く
来
な
い
。
あ
の
こ
ろ
は
、
秋
に

な
る
と
村
の
子
供
た
ち
を
招
い
て
は
梯
子
に
登
ら
せ
、

好
き
な
だ
け
採
ら
せ
て
あ
げ
た
の
に
…
…
ダ
ー
ル
さ

ん
は
そ
れ
が
寂
し
い
。
子
供
た
ち
は
し
こ
た
ま
小
遣

い
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
ク
リ
ス
プ
や
コ
ー
ラ
の
ほ

う
が
い
い
ら
し
い
。
ダ
ー
ル
さ
ん
は
こ
う
思
う
。

国
。
罵
普
ｏ
匡
匡
ざ
ミ
員
ｇ
呈
冒
ず
胃
①
＄
・
日
置
ｇ

の
司
○
巨
｝
・
鐘
全
量
曽
一
庁
○
ず
匡
壁
・
庁
局
の
①
‐
ず
○
二
”
の
ゆ

十
一
月
の
章
に
な
っ
て
も
、
ダ
ー
ル
さ
ん
は
こ
の

'鰯､一唾､裡〆③.='唾一繭‐･"噛一噌一タイ.'万一戸噛一

灘

；
思
い
を
ぶ
つ
け
る
、
国
。
湧
農
目
匡
胃
邑
○
急
巴
８

呂
冒
ウ
胃
８
ｍ
・
・
自
室
８
昏
。
ご
ロ
Ｃ
＆
Ｃ
冨
匡
尋
毒
○

国
一
息
印
風
巴
あ
．
国
の
寓
閏
ご
琶
置
『
二
国
ご
号
の
○
コ
の
葛
彦
ｏ

ｐ
ｇ
閏
８
冊
８
．
ブ
レ
ヒ
ト
で
は
な
い
が
、
君
た
ち

大
き
な
木
に
登
れ
、
で
あ
る
。

木
登
り
と
い
え
ば
、
高
校
時
代
に
読
ん
だ
聖
書
の

中
に
、
な
ぜ
か
妙
に
忘
れ
難
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ

た
。
あ
る
日
、
イ
エ
ス
は
エ
リ
コ
の
町
を
通
っ
て
い

た
。
イ
エ
ス
の
行
く
先
々
は
、
い
つ
も
黒
山
の
人
だ

か
り
が
し
た
。
そ
こ
に
徴
税
人
の
頭
だ
っ
た
ザ
ー
カ

イ
と
い
う
男
が
い
た
。
当
時
徴
税
人
と
い
え
ば
金
持

ち
で
、
誰
か
ら
も
嫌
わ
れ
て
い
た
。
ザ
ー
カ
イ
は
イ

エ
ス
を
見
た
く
て
た
ま
ら
な
い
。
で
も
小
男
な
の
で
、

こ
の
人
込
み
で
は
イ
エ
ス
が
見
え
な
い
。
そ
こ
で
一

計
を
案
じ
、
イ
エ
ス
の
先
回
り
を
し
て
、
街
角
の
い

ち
じ
く
桑
の
木
に
登
り
待
ち
受
け
て
い
た
。
イ
エ
ス

は
木
の
上
に
い
る
彼
に
気
が
つ
き
「
ザ
ー
カ
イ
よ
、

降
り
て
き
な
さ
い
。
今
夜
は
あ
な
た
の
家
に
泊
ま
り

た
い
」
・
そ
の
こ
と
か
ら
ザ
ー
カ
イ
は
心
を
入
れ
替
え

た
と
い
う
の
だ
。
イ
エ
ス
を
一
目
見
た
い
一
心
で
木

に
登
っ
た
ザ
ー
カ
イ
は
、
天
国
へ
の
梯
子
を
登
っ
た

の
だ
。
今
も
エ
リ
コ
の
町
に
は
、
彼
が
登
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
い
ち
じ
く
桑
が
あ
る
そ
う
だ
。

こ
こ
に
生
涯
の
大
半
を
樹
の
上
で
生
活
し
た
男
を

主
人
公
に
し
た
小
説
が
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
作
家
イ

タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
『
木
の
ぼ
り
男
爵
』
（
一
九

五
七
）
が
そ
れ
だ
。
文
字
ど
お
り
奇
想
天
外
・
抱
腹

絶
倒
の
小
説
は
こ
の
よ
う
に
始
ま
る
。

「
わ
た
し
の
兄
、
コ
ジ
モ
・
ピ
オ
ヴ
ァ
ス
コ
・
デ
イ
・

ロ
ン
ド
ー
が
、
わ
た
し
た
ち
に
ま
じ
っ
て
最
後
に
席

を
占
め
た
の
は
、
一
七
六
七
年
の
六
月
十
五
日
の
こ

と
だ
っ
た
。
：
．
わ
た
し
た
ち
は
オ
ン
ブ
ロ
ー
ザ
の
別

荘
の
食
堂
に
い
た
。
窓
が
、
庭
園
の
大
き
な
か
し
の

木
の
諺
蒼
と
茂
っ
た
枝
々
を
四
角
く
区
切
っ
て
い
た
。

．
・
・
思
い
出
す
の
は
、
海
か
ら
風
が
吹
い
て
い
た
こ
と

で
、
木
の
葉
が
動
い
て
い
た
。
コ
ジ
モ
が
言
っ
た
。

「
い
や
だ
っ
て
言
っ
た
ら
、
い
や
な
ん
で
す
／
・
」
そ
し

て
か
た
つ
む
り
の
肌
を
つ
き
戻
し
た
。
こ
れ
以
上
に

重
大
な
反
抗
を
目
に
し
た
こ
と
は
、
か
っ
て
な
か
っ

た
」
こ
の
と
き
男
爵
の
長
男
コ
ジ
モ
は
十
二
歳
、
物
語

は
す
べ
て
弟
の
視
点
か
ら
描
か
れ
る
が
、
そ
の
弟
は

八
歳
だ
っ
た
。
な
ぜ
、
た
か
が
食
事
に
出
さ
れ
た
か

た
つ
む
り
を
拒
否
し
た
く
ら
い
の
こ
と
で
、
コ
ジ
モ

は
そ
の
後
の
す
べ
て
の
人
生
を
樹
上
で
生
活
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
。
料
理
好
き
の
姉
が
鼠
の
パ
イ
を

作
っ
た
り
、
か
た
つ
む
り
の
頭
を
切
り
落
と
し
、
そ
の

頭
を
食
卓
に
出
し
た
り
す
る
こ
と
に
対
す
る
反
逆
が

あ
っ
た
。
「
そ
れ
は
ひ
ん
む
か
れ
た
あ
わ
れ
な
動
物
と

の
連
帯
で
あ
り
、
同
時
に
、
焼
い
た
か
た
つ
む
り
の
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植
生
と
か
原
生
林
と
か
、
普
通
の
概
念

で
は
貴
重
な
森
林
と
言
い
に
く
い
内
容

で
は
あ
る
が
、
乾
燥
地
帯
に
富
士
山
の

よ
う
に
独
立
し
て
森
林
が
残
っ
て
い
る

た
め
、
野
生
生
物
に
と
っ
て
は
重
要
な

意
味
の
あ
る
森
林
で
あ
る
こ
と
お
よ
び

地
元
住
民
に
と
っ
て
も
生
活
上
必
要
不

可
欠
な
森
林
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い

ま
す
。
英
文
で
は
大
径
木
の
な
い
森
林

と
分
離
さ
れ
た
森
林
と
の
関
係
が
何
と

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
相
対
的
に
貧
し

く
、
森
林
へ
の
依
存
度
が
非
常
に
高
い

居
住
民
が
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
内
に
い

る
。
こ
こ
に
は
も
と
も
と
国
立
公
園
内
に

二

な
く
落
ち
着
か
ず
、
森
林
の

重
要
性
も
生
物
資
源
保
護
の

観
点
が
何
と
な
く
二
次
的
な

意
味
合
い
に
感
じ
ら
れ
る
も

の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

次
の
例
文
は
、
ベ
ト
ナ
ム

の
ク
ッ
ク
フ
ン
と
い
う
国
立

公
園
に
つ
い
て
の
記
述
で
す
。

「
こ
の
国
立
公
園
は
標
高

一
二
○
メ
ー
ト
ル
以
上
か
ら

な
っ
て
お
り
、
ま
た
標
高
一

○
○
～
一
二
○
メ
ー
ト
ル
は

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
お
よ
そ
四
万
一
千

人
の
農
耕
を
営
む
お
よ
そ
七

○
％
が
少
数
民
族
モ
ン
族
に

起
源
を
発
し
、
そ
し
て
日
々
燃
料
材
の
た

め
に
木
を
切
り
、
狩
猟
を
し
て
い
た
多
く

の
居
住
民
が
い
る
」
（
英
訳
文
を
再
訳
）

「
公
園
に
は
標
高
一
二
○
メ
ー
ト
ル

以
上
の
地
域
が
含
ま
れ
て
お
り
、
標
高

一
○
○
～
一
二
○
メ
ー
ト
ル
の
地
域
が

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
は
お
よ
そ
四
万

一
千
人
の
人
々
が
住
み
農
業
を
営
ん
で

い
る
が
、
約
七
○
％
が
少
数
民
族
の
モ

ン
族
の
人
々
で
相
対
的
に
貧
し
く
、
森

林
へ
の
依
存
度
は
依
然
と
し
て
高
い
。

も
と
も
と
公
園
内
に
住
ん
で
い
た
人
々

も
多
く
、
薪
炭
材
の
採
取
や
狩
猟
を
日

常
的
に
行
っ
て
き
た
人
々
で
も
あ
る
」

（
日
本
文
原
文
）

第
一
セ
ン
テ
ン
ス
で
は
、
公
園
地
域

と
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
の
関
係
が
落
ち

着
き
ま
せ
ん
。
原
文
で
は
、
公
園
地
域

と
い
う
の
は
森
林
の
保
護
が
主
目
的
と

な
る
部
分
で
そ
の
外
側
に
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
を
に
お
わ
せ
て
い

る
つ
も
り
で
す
。
明
確
に
は
そ
う
定
義

し
て
い
ま
せ
ん
、
で
も
わ
か
る
で
し

よ
？
日
本
文
で
は
あ
え
て
繰
り
返
し

定
義
す
る
ま
で
も
な
い
と
思
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
正
し
い
日
本
語
で
は
多

分
、
「
公
園
地
域
は
標
高
一
○
○
メ
ー
ト

ル
以
上
の
地
域
で
、
そ
の
う
ち
一
二
○

メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
帯
が
保
護
地
域
、

一
○
○
～
一
二
○
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
バ

ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
」
な

の
で
し
ょ
う
。

第
二
、
第
三
セ
ン
テ
ン
ス
の
英
文
は
、

何
と
な
く
こ
ん
が
ら
が
っ
て
、
日
本
語

に
訳
す
と
体
が
む
ず
む
ず
す
る
落
ち
着

か
な
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も

原
文
に
か
な
り
忠
実
に
苦
労
し
て
英
訳

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
言
っ

て
い
る
こ
と
は
英
文
も
日
本
文
も
同
じ

な
の
で
す
が
、
日
本
文
で
は
多
く
の
事

柄
を
一
つ
の
文
章
に
放
り
込
ん
で
し
ま

っ
て
お
り
、
ど
の
部
分
が
主
要
な
文
節

な
の
か
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

中
に
は
、
①
四
万
一
千
人
の
農
民
が
住

ん
で
い
る
、
②
モ
ン
族
の
住
民
は
貧
し

い
、
③
故
に
森
林
産
物
へ
の
依
存
度
が

高
い
、
④
保
護
地
域
か
ら
移
住
さ
せ
ら

れ
た
人
々
も
多
い
、
⑤
移
住
さ
せ
ら
れ

た
人
々
は
農
耕
の
経
験
が
浅
く
、
ど
う

し
て
も
昔
の
習
慣
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
、

⑥
こ
の
た
め
依
然
と
し
て
法
律
で
禁
じ

ら
れ
て
い
る
燃
料
材
の
採
取
（
販
売
）

や
狩
猟
に
走
り
が
ち
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
が
行
間
を
含
め
て
言
い
た
い
こ
と

な
の
で
す
が
、
か
な
り
省
い
て
い
る
部

分
が
あ
り
、
翻
訳
業
者
さ
ん
が
苦
労
し

て
訳
し
た
英
文
は
『
原
文
に
忠
実
に
、

な
ん
と
も
ひ
っ
か
か
る
英
文
に
仕
立
て

た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

英
語
と
日
本
語
の
描
成
の
違
い
と
い

え
ば
そ
ん
な
も
ん
だ
と
は
思
う
の
で
す

が
、
多
分
こ
の
英
文
を
読
ん
だ
英
語
国

の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
日
本
人
は
い
っ
た

い
何
を
言
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
悩

ん
で
く
だ
さ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像

す
る
と
、
わ
れ
な
が
ら
お
か
し
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

報
告
書
は
最
終
的
に
英
文
が
正
本
と

な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
本
当
は
困
っ
た

こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
英
訳
の
チ

ェ
ッ
ク
が
ま
た
大
変
な
仕
事
に
な
り
ま

す
。
英
訳
の
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
と
偉
そ

う
で
す
が
、
本
当
は
日
本
文
の
チ
ェ
ッ

ク
の
作
業
な
の
で
す
。
自
ら
の
美
し
い

と
う
ぬ
ぼ
れ
て
い
た
日
本
語
が
、
実
は

英
訳
に
耐
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

思
い
知
ら
さ
れ
る
時
で
も
あ
る
か
ら
で

す
。
俺
は
こ
こ
で
本
当
は
何
を
訴
え
た

か
っ
た
の
か
、
と
あ
ら
た
め
て
考
え
、

文
章
の
橘
成
、
主
語
と
述
語
の
関
係
、

い
ち
ば
ん
大
切
な
文
節
と
そ
れ
を
補
完

す
る
文
節
と
が
明
瞭
に
な
る
よ
う
に
日

本
語
を
組
み
立
て
直
し
、
そ
れ
か
ら
あ

ら
た
め
て
英
文
に
直
す
の
は
、
初
め
か

ら
英
文
で
書
く
の
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
重
た
い
作
業
な
の
で
す
。
英
語
は
や

っ
ぱ
り
難
し
い
。
い
や
、
日
本
語
で
英

文
調
に
文
章
を
作
る
の
は
本
当
に
難
し

い
で
す
ね
。
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コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
は
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
、
お
客
様
に
提
出
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

す
か
ら
、
報
告
書
は
や
っ
ぱ
り
か
な
り

の
ペ
ー
ジ
数
の
重
た
い
も
の
に
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ん
ま
り
薄
く
て

簡
潔
で
す
と
、
あ
ま
り
あ
り
が
た
み
が

感
じ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
恐
怖
感
が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
が
、
報
告
書
の
論
拠
を
述

べ
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
多
く

の
事
象
を
取
り
上
げ
、
証
拠
を
固
め
た

く
な
る
も
の
で
す
。
特
に
何
ら
か
の
計

画
を
提
案
す
る
と
も
な
れ
ば
、
提
案
の

正
当
性
を
説
明
す
る
た
め
の
状
況
証
拠

が
多
く
な
る
の
は
宿
命
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

日
本
文
で
百
ペ
ー
ジ
を
超
す
報
告
書

と
も
な
り
ま
す
と
、
や
は
り
専
門
の
翻

訳
業
者
さ
ん
に
お
願
い
し
な
い
と
契
約

期
限
内
に
外
国
の
お
客
さ
ん
に
報
告
書

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
翻
訳
に
か
け
る
の

で
す
が
、
そ
れ
が
ま
た
簡
単
に
は
い
か

な
い
の
で
す
。
英
訳
し
て
み
る
と
、
ど

こ
と
い
っ
て
誤
訳
は
な
い
の
で
す
が
、

何
か
欠
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
の
で
す
。
俺
は
も
っ
と
情
熱
を

込
め
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、
こ
ん
な

あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
文
章
だ
っ
た
か

な
－
と
思
い
な
が
ら
原
文
を
読
み
返
す

と
、
実
は
思
い
を
込
め
て
書
い
た
つ
も

り
の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
行
間
に
込
め
ら

れ
た
情
念
だ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
例

え
ば
で
す
、
例
文
を
見
て
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
煩
雑
で
す
が
違
い
が
わ
か
っ

て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
か
。

次
の
二
つ
の
同
じ
よ
う
な
文
章
は
、

あ
る
報
告
書
の
た
め
に
翻
訳
業
者
さ
ん

に
頼
ん
だ
英
訳
文
の
再
訳
（
英
訳
を
で

き
る
だ
け
忠
実
に
日
本
語
に
再
訳
）
と

元
の
日
本
文
で
す
。

「
ポ
パ
山
の
植
生
は
乾
燥
落
葉
広
葉

樹
林
で
、
山
頂
の
ク
レ
ー
タ
ー
に
は
多

く
の
広
葉
樹
林
が
あ
る
。
特
別
な
大
径

木
が
生
育
し
て
い
な
い
森
林
で
あ
る
が
、

乾
燥
地
帯
か
ら
分
離
し
て
存
在
さ
れ
て

き
て
い
る
森
林
で
あ
る
。
こ
の
森
林
は

周
辺
住
民
の
水
供
給
源
の
保
護
ば
か
り

で
な
く
野
生
生
物
の
保
護
の
た
め
に
も

重
要
な
森
林
と
認
識
さ
れ
て
い
る
」

（
英
訳
文
を
再
訳
）

「
ポ
パ
山
の
植
生
は
概
ね
乾
燥
熱
帯

落
葉
広
葉
樹
林
で
頂
上
の
ク
レ
ー
タ
ー

に
は
多
く
の
常
緑
樹
が
見
ら
れ
る
。
そ

れ
ほ
ど
目
立
っ
た
大
木
が
茂
っ
て
い
る

森
林
で
は
な
い
が
、
乾
燥
地
帯
に
独
立

し
て
残
さ
れ
た
森
林
で
あ
り
、
周
辺
住

民
の
生
活
用
水
の
保
護
の
み
な
ら
ず
、

野
生
生
物
保
護
の
上
か
ら
も
貴
重
な
森

林
と
認
識
さ
れ
て
い
る
」
（
日
本
文
原

文
）
最
初
の
例
文
で
は
、
原
文
の
第
一
セ

ン
テ
ン
ス
は
ポ
パ
山
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
中

央
部
、
マ
ン
ダ
レ
ー
に
近
い
乾
燥
地
帯

に
あ
る
国
立
公
園
、
近
く
に
あ
る
パ
ハ

ン
ま
た
は
バ
ガ
ン
遺
跡
は
有
名
）
は
周

辺
に
広
が
る
乾
燥
地
帯
の
中
に
ぽ
っ
ん

ち
よ

と
緑
の
オ
ア
シ
ス
の
ご
と
く
佇
立
し
て

い
る
。
山
は
乾
性
落
葉
樹
林
帯
の
山
だ

譜謹篭難鯵鐵灘錘溺

へ

､ﾐ､ミ が
、
山
頂
部
に
だ
け
常
緑
広
葉
樹
つ
ま

り
湿
潤
性
森
林
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

お
り
、
乾
燥
地
帯
の
中
に
湿
潤
林
の
あ

る
特
異
性
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
気
付

か
せ
よ
う
と
意
図
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
英
文
で
は
日
本
語
で
書
か
れ
た
事
実

だ
け
が
淡
々
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
筆

者
の
隠
さ
れ
た
意
図
は
ど
こ
か
に
飛
ん

で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
だ
っ
て
、
原
文

に
は
緑
の
オ
ア
シ
ス
な
ん
て
書
い
て
な

い
し
、
山
頂
部
分
は
乾
性
林
で
は
な
く
、

な
ん
と
湿
性
林
ま
で
も
が
あ
る
な
ん
て

翻
訳
者
に
想
像
し
ろ
と
言
う
ほ
う
が
ど

だ
い
無
理
。

第
二
、
第
三
セ
ン
テ
ン
ス
で
は
、
森

林
自
体
は
生
態
学
的
に
見
れ
ば
特
異
な

蕊
←

藝濡

ー_＝国璽一_蕊蕊・瀞

Ｐ
畷
写
丸
斗

感
簿
↑
ふ鱗

１

８
や
、

↑
↑
電
篭
．
患

一
塞
弾
需
妙
鼬

－･し

》
輪 §
間
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有光一登の5時からセミナー4霞膨鑑&粂蹴蝋識
なっていた。南山北麓の住んでい
た所を訪ねようとしたが，その辺

りは立ち入り禁止区域になってい

サケではないがて,それもかなわなかった｡思い
直して，南山山頂のソウルタワー

に上った。展望台からはソウル市

の全景が360度眺望できる。足下

数年前に還暦を迎えた折に，思鉄も発達していて，昔日の面影はの南山山麓，そこにはかって少年
い立って生まれ故郷の韓国ソウル全くなかった。まさに浦島太郎のの日々，友達と小川で小魚をすく

を訪ねる小旅行に出かけた。生ま心境であった。それでも，国立博い，木に登り，駆け回って遊んだ

れてから’0年間,終戦直後に引き物館になっている旧朝鮮総督府の広葉樹とアカマツの森が広がって

揚げてくるまで，幼少年時代を彼庁舎，中心部繁華街ミョンドンのいた。山肌が少し露出した尾根や
の地で過ごしたのであった。生ま小高い丘の上のカソリック教会，小沢の湾曲が，見覚えのある地形
れてから5歳まではソウル市の北南大門，ソウル駅舎などはそのまのように見えた。そして，この南

東郊外に住み，それ以後は市の中ま残っていて，戦争末期の重苦し山の，この空気，鼻腔がとらえる
心近くに位置する標高300m足い空気の中，乏しい食糧事情でひこの空気の味というか，においと

らずの南山の北の麓に住んでいた。もじい思いもした少年の日の記憶いうか…，と思ったとき，名状し

50年ぶりに訪れたソウル市内がよみがえってきた。しかし，幼がたい感懐が身内に湧いてくるの

は，朝鮮動乱後の復興，ソウルオ少年の日々を過ごし慣れ親しんだを覚えた。この空気の味，におい
リンピックを契機にした開発で壮街の家並みや道路は，当然のことは，まさしく少年の日にこの森を

大な近代都市になっていて，高層ながら全く見つけ出すことができ駆け巡ったときのものだった。湿
｜ビルが至る所に立ち並び，新しいなかった。度の高い日本の山野では味わえな

'街区や立派な道路網があり,地下4年生まで通っていた小学校もい，ｻﾗﾘとした爽やかな､しか

世界の林産物貿易§総識董夢寄璽裁の林業、

FAOの統計によると,世界で生

産される産業用材,製材品は1990

年以降大幅に落ち込んでおり,96

年に生産された産業用材は90年

に比べ12％減の15億㎡に，製材
品は15％減の4億3千万㎡とな

っている。反面，合板等は1億5

千万nf,木材パルプは1億6千万ト

ン,紙･板紙は2億8千万トンとな

り,90年に比べ,それぞれ21%,2

％,17％生産量が増加している(図

①参照)。

これら世界で生産された林産物
の輪出をみると，数量，金額とも

70年から継続的に上昇傾向にあ
り，産業用材の輸出数量は,70年

から30％増加の1億2千万nfに，

製材品，木材パルプは，それぞれ
2倍に当たる1億1千万nf,33百

万I､ンに,合板等は4．6倍の45百

万nf,紙･板紙は3倍の74百万ト

ンに達している。
生産篭に対する輸出数鐘の割合

をみると(図②参照)，産業用材を

図①林産物の生産量（1970-96）

(烈娼噂合M瀞:百万畝
本付バル茨城･梗儲百万ﾄﾝ） （産業用材:百万nf)

図②生産量に対する輸出の割合（1970-96）
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しそれだけでは表現できない味。

胸いつぱいに何度も吸い込んだ。

まさしくこの味だ。それが，あ

の少年の日の味だとわかる味。
50年の歳月を隔てて，街がどん

なに変容しても，その味は変わ

ることはなかったのだ。南山の

森の自然が変わることなく持ち

続けていたものなのだ。
サケは生まれた川のにおいを

頼りに，故郷の川を遡上し産卵

するという。サケのそうした能

力とはもちろん違’が,少年の
日の森のにおいを嗅ぎ分けるこ

とができたのは，私にとっては

少なからぬ感激だった。故郷の

山野の空気の味わいは,50年の
歳月を隔てても鮮明に蘇ってく

るものなのだ。私を育んでくれ

た，そしてこうした感激を与え

てくれる，隣国の，生まれ故郷

の森に感謝したい。

(ありみつかずと／

高知大学農学部教授）

林政拾遺抄

四高桜

▲写真①四恵桜の並木（滋fY県・商脇町）

｜「琵琶湖畔にある桜を兇てほ
’しい」と以前から頼まれていた 前日で，命日に合わせるかのよ

うに桜は満附に咲き誇り，記念

碑の周りは地元の老人会の人々

の奉仕できれいに清掃されてい

た(写真②)。桜は植えられた当

時は1000本近くあったが,その

後，病気（テングス病）になっ

て枯れたり，伐採されたりした

という（高島町役場の話)。

また昭和59年には保存会も

発足し，碑の周りの盤備と桜の

復元がなされたが，しかし現在

では記念碑を起点に数十本並ん

でいるにすぎず，しかも枯死寸

前の桜もかなり見られるような

惨状を呈したままになっている。

案内していただいた専門家の

海老沢さん(riWIHの森｣森林環

境研究所長）の診断によれば，

噸の交通城の多い道路脇に60

年も立ち，人に踏まれ，根元を

アスファルトで間められれば当

然の結果でしょう，とのことで

あった。

満開の桜の並ぶ美しい祥の鍼

観に見ほれながらも，蒜くして

逝った11人の冥福を祈った｡燗

漫と咲き誇る華やかな桜並木は，

哀歓2つのF1然感情(Natu'･-

gefiihl)を私の中に投じたので

ある。

（筒j|:辿夫）

こともあって，過日，高島町｢萩

の浜」にある「四高桜」並木を

訪れた。四高桜の名を付けられ

たこの桜並木は,昭和16年4月

611,琵琶湖で練習中に嵐で遭

難した11人の旧制第叫l商等学

校漕艇（ボート）部の生徒たち

の冥福を祈って，当時有志の

方々により植えられたもので，

約1kmにわたって浜沿いの道の

両側に植えられている。桜並木

の南端には「四高桜」記念碑も

建っている(写真①)。2年後に

凹高に入学した私たちも，入学

式の終わった後，校庭の片隅に

建てられた慰霊の「雄魂碑」の

前に整列し，追悼歌が流れる中

で黙とうを捧げた。

P

一 一

除くすべての林産物で増加し，製

材品の輸出割合は，70年の14％

から96年の26％に，合板では14

％から35％へ増加している。96

年の生産量に対する輸出割合は産
業用材が10%以下である以外は，

合板等が30％，製材品，紙･板紙

がともに26％，木材パルプが21

％となっている。

全林産物の輸出額に対する各製

品のシェアをみると，産業用材の

シェアは,70年の15%から96年

には8％に減少している。また，
木材パルプのシェアも輸入が最終
製品に移行したため20％から13

％へ減少している。製材品につい
ては,20%前後で比較的安定して

いる。対照的に，合板等と紙・板

紙のシェアは，国際貿易における

付加価値の高い林産物の貿易の増
加を反映して上昇しており，紙・

板紙は，現在，世界の林産物輸出

額の48％に達しており，以下,製

材品（19％)，合板等（12％）と
なっている。

Ⅱ
曲
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
写
ｌ
Ｔ
Ｌ
Ⅲ
い
い

、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
甑
Ⅱ
Ⅱ
即
Ⅱ
Ⅱ
即
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
皿
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
〆

｜私が訪れた平成10年4月5

1日は｡奇しくも57年Hの命日の
I

ｑ
写
真
②
四
高
桜
の
記
念
碑
前
に
立
つ
（
普
特
）

因

鞍

r，

｡~
1～

0

｢

=ー＝~言＝一三＝－－票P－
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京都府支部整備進む｢府民の森｣(仮称）

淀川上流の桂川において，下流

の治水，京阪神の利水を目的とし

た日吉ダム（船井郡日吉町）が本

年4月完成し,"水と緑と自然がい

っぱいの地域に開かれたダム”と

して運転・操業されています。

日吉ダムの建設|司意に当たって，

水没地域住民が故郷の森林を想う

気持を踏まえて，水没地域住民の

所有森林128haを京都府が買収

し，「府民の森」（仮称）として整

備することとなりました。

「府民の森」（仮称）は，日吉ダ

ム周辺整備計画において，森林ゾ

ーンとして位悩づけられ，自然志

､

向の府民参加型の施設とし

て，平成7年度から5カ年

間をかけ,約10億円の事業

費で整備することとしてい

ます。

7．8．9年度の3カ年

で「散策の森」r観察の森」

｢体験の森」で，森林盤備，

散策路・モノレール・きの

こ園を整備するとともに，

園内道路拡幅舗装，上水道園内道路拡幅舗装，上水道を設潰

するなど，施設の基盤が整いつつ

あります。

10年度から2カ年をかけて，

｢森の資料館｣｢森とふれあいの宿」

｢研修館｣等の主要施設の建設，キ

ャンプ場・きのこ園等の盤備，浄

’本の紹介
1

ま

】前橋営林局編［執筆者]石塚森吉'遠藤孝一，本村健順井正敏

オオタカの営巣地における森林施業
一生息環境の管理と間伐等における対応一

＝凸已全ご詫一

発予藤繍灘蕊鶴雷町，
窓03(3261)6蝋(事業部)FAXO3(3261)30"
1998年7月31日発行A4判,152頁
定価(本鯉､000Ig+税）

このたび前橋営林局編さんの表

記の書が出版された。オオタカは

1991年に環境庁が発行したr日本

の絶滅の恐れのある野生生物｣,通

称，レッドデータブックの中で危

急種に，その後，1998年に改定さ

れたレッドリストで，絶滅危倶II

類にランクされた希少猛禽類であ

る。さらに「絶滅の恐れのある野

生動植物の種の保存に関する法

律｣,通称,種の保存法の該当種で

もある。かくして各種開発に際し

て，オオタカは個体のみならずそ

の生息地の保全が法的に義務づけ

られた。

ところがその生態がよくわかつ

林業技術No.6791998.10

ていないこともあって，開発側も

具体的にどんな保全策を講じてい

いのか，皆目見当がつかず，また

一方，保護を主張する側も知見の

乏しい中で具体的な提言ができず，

現場で混乱が生じていた。かかる

情勢の中，林野庁の使命ともいう

べき林木育成に必要な皆伐，択伐，

間伐，枝打ちといった各段階に応

じて，具体的にオオタカの保護と

森林施業のあり方をマニュアル風

にまとめた本書は，林業関係者に

とってまさに座右の銘ともいうべ

き存在となろう。

本書は森林施業，野生鳥獣管理，

オオタカ保護といったそれぞれの

完成したr日吉ダム」（紹井郡日吉町）

化槽・電気施設等便益施設の整備

を進め,12年春には完成の予定で

進めているところであります。

この｢府民の森」（仮称）は，体

験・学習・実践を通じて自然・歴

史・文化のふれあう場を創造する

ことを基本理念として，府民やボ

分野の第一線で活躍している研究

者や保護運動家が額を寄せ合って

瀞いていることもあって，これま

での書のように猛禽類の知識にの

み偏ることもなく，林業だけを強

調することもなく，まさに林業と

野生鳥獣との共存共栄を具現化す

るための労作といえよう。これま

での保護運動は，森林施業とは相

入れない一面を持っていたが，本

書ではそれぞれの立場を理解した

うえで，よりよい方策を模索して

いる点が際だっており，両者の成

熟をうかがい知ることができる。

また，本書の中に惜しげもなく

使われている猛禽類の代表的な容

貌や行動パターンを示す挿し絵は，

猛禽類に熟知した者にしか描き得

ない特徴をよくとらえており，実

際に森林施業に従事しているが，

猛禽類に関する知識が乏しいとい

う人でも容易に識別できるように

配慮されている点が特徴で，林業

家のみならずバードウォッチャー

にも大いに重宝されるであろう。

本書の中で，欧米の猛禽類研究

の成果が森林施業に生かされてい



「散策の森」整備

ランテイアによる植樹，森林整備，

木工・炭焼などを体験することに

より，環境問題や森林の役割につ

いて理解を深めながら森林を育て

ていくという，新しいタイプの府

民参加型の公園として整備してい

きたいと考えております。

(京都府森林保全課

主幹：林呂也）

る実例が紹介されているが，これ

を見ると,わが国の希少猯禽類に櫻l

する知見が著しく乏しいことが浮き

彫りになってくる｡本書を編さんし

た前橋営林局は,オオタカにとどま

らず1ランクj二のイヌワシやクマタ

カ等の希少猛禽類保護に対しても特

段の理解があり，他に先駆けて別

途,基礎研究を推進していると聞い

ている。これらの成果は,やがて両

者のよりよい共存共栄の道を見いだ

すよすがとなろう。

本書はあくまでも森林施業に焦

点を当てて，オオタカとの尖j謬
栄のあり方に触れているが，巷で

は道路，ダム，スキー場建設等の

開発と希少猛禽類との共生を模索

して関係者が日夜努力している。

これらの事業では買収できる用地

幅に限度があり，森林施業で提案

されている輪伐期や島状長伐期を

採用する余地は空間的にも時間的

にも少ない。今後，かかる事業に

も適用できるマニュアルが関係者

により出版されることを願う次第

である。

（新潟大学腱学部教授／阿部學）

43

|溌蕊篝’|震溌識’鍵ま

日本人，初めて森林で遊ぶ

私たち日本人は，7割近くも

森林に覆われた1重l土に，森林か

ら多くの恵みを受けて暮らして

いる。木材はもとより，水や水

産資源までが森林のおかげであ

る。そういう国だから,l二|本人

は昔から森林を大切にしてきた

し，森林との付き合い方も上手

だったと考えがちである。

でも遊びという点ではどうだ

ろう。昔の人の森林とのかかわ

りを考えてみる。IIIIに住んでい

る人は，自分でわざわざ山へ行

って何か生活に必要な物を採取

するなどしなかった。森林レク

リエーションといえば，せいぜ

い紅葉狩りか山桜の見物だろう。

一方，腱家にとっては蝋山が股

業生産を支える基盤だった。若

葉を摘んだり，落ち葉を掻いた

りして堆肥として用い，薪炭を

採取した。ljI深い天然林は木材

生産の場として保護されており，

伐出の仕聯は杣人のものであっ

たし，狩猟も専業の人々のもの

であった。だから森林は仕事場

であって遊び場ではなかった。

近ごろの子供は森で遊ばなくな

ったといわれるが，子供たちの

遊び場はせいぜい家の裏山程度

で，森の奥まで入ったりはしな

かった。

今日，私たちは有史以来初め

て森林レクリエーションなるも

のを発見して，大勢の人たちが

森林へ足を向けるようになった。

でも，これまでの歴史の中で森

林で遊ぶ文化を培うことがなか

った私たちは，戸惑いながら森

林に足を踏み入れているのでは

ないだろうか。

第一，どこかの森林に行った

としても，道のない所を歩く人

はほとんどいないだろう。自然

保護の観点からそうしていると

もいえるが，日本の森林は林床

植生が繁茂していたり急傾斜で

あったりして，構造上，林の中

を歩けない。決められたルート

をただ歩くだけで十分充実した

時間が持てる人はよいが，そう

でない人にとっては苦痛以外の

何者でもない。それで，不必要

に歩道を付け，フィールドアス

レチック施設を作ったり，バー

ベキュー施設を作ったりと森林

の公園化が進むのである。

最近は，森林インストラクタ

ーやナチュラリストといった

人々が森林との付き合い方を伝

授してくれるようになって，森

林レクリエーションが豊かなも

のになりつつあるが，まだまだ

借り物の感がある。ただの森林

であっても，それだけがあれば，

植物や動物の名を覚えたり，さ

まざまなフィールドサインを見

つけて森林の生態系を感じるこ

とはできる。そうしたことが楽

しみとなるためには，それなり

の知識も必要であろう。日本の

森林での楽しい遊び方を身に着

けたいものである。

（随眠樹）

(この欄は鎬集委員が担当しています）

林業技術No.6791998.10
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?'緑のキーワー腱男

1985年，オーストリアで世界気象機関(WMO),

国連環境計Ⅲi(UNEP)および国際学術連合会議に

よるr気象変動に関する科学的知見のための国際会

議」が|附かれ，それまで科学者を中心に警告されて

いた温室効果ガス(CO2,メタン等)による地球温暖

化問題が,IEI際政治を含んだ幅広い分野で取り上げ

られた。以後，この'剛遡は|ｴl際的に討議され，1992

年のブラジルば|連環境開発会議において気候変動枠

組条約（条約）として開放され，条約は各国の批准

を経て1994年に発効した。また，地球温暖化に関す

る科学的知兇は,WMOとUNEPの下に創設され

た(1988年)気候変動に関する政府間パネル(IPCC)

においてまとめられ，特に，1995年のIPCC第二次

報告簿は，人間活動による大気中のCO2濃度の上昇

と，もたらされる地球温暖化を報告し，海面の上昇，

乾燥地域の拡大等地球環境に及ぼす問題の深刻さを

指摘し，注目を集めた。

条約では，先進国に「CO2濃度を2000年までに

1990年水準で安定化」させることを定めていたが，

その後の条約締結国からの通知では,2000年までの

安定化の見通しが立っていないことが明らかになっ

た。このため，1995年の第一回条約締結国会議(ベ

ルリンCOI)1)において，海面上昇におびえる小島
しょ

帆国連合や気候変動の責任は先進国にあるとする途

上|型から，さらに追加的な義務を課す議定書が必要

との声が上がった。その後，幾多にわたる関係国間

交渉や1996年のジュネーブCOP2を経て，京都

COI>3(1997年12月）において「先進国は,CO2濃

度を20()8～12年の間に1990年水準の5%以上削減

する」識定盤が採択されるに至った。この中で，わ

が国は6％の削減を義務付けられ，政府は，温室効

果ガスの排出抑制等を礎り込んだ「地球温暖化対策

地球温暖化防止と森林

推進法案」を本年4月に国会へ提出し，審議中であ

る。

地球温暖化問題において，森林はCO2の排出源

(熱帯林等の破壊＝人為的排出量の2割強と推定)と

吸収源（造林＝貯蔵鎧の1割弱と推定）の両面から

関係し，議定爵においても持続可能な森林経営の推

進とCO2排出源対策の実施を求めている。しかし，

森林のCO2排lll･吸収メカニズムの解明は，今後の

研究成果に委ねている部分が多く，全体のCO2排出

量から造林による吸収鼠を差し引いて削減目標数値

に合わせる「ネット方式」等の問題を生じさせる要

因ともなっている。このため，森林に関する科学的

な知見を職み重ねていくことが必要となっており，

本年11月のブエノスアイレスCOP4に向けて，専

門家の検討が続けられている。

また，林野庁長官の私的諮問機関として設置され

た「森林・林業・林産業と地球温暖化防止に関する

検討会」の報告（本年4月）では，人間活動を「化

石燃料に大きく依存する非循環型システム｣から｢森

林・木質寅源を活用した循環型システム」へ移行さ

せていくことが重要であるとし，森林整備の推進と

リサイクル可能かつ省エネルギー資材としての木材

利川の亜要性を提言している。

地球温暖化防｣上の面からも森林の整備および林

業・木材雌業の振興施策ならびにこれらに関する国

際協力のいっそうの撫進が期待されるところである。

(IIj林政総合調査研究所参与・小池秀夫）

【参考資料】 「季刊喋境研究｣1998/No.110,伽環

境調査センター

「森林計画研究会会報」1998/No.382,
森林計画研究会

◆先月号の本棚では，「ログハウス」について解説しています。

嘉蕊:騨琵鑿態壷菫二:[:慧鴛鯛需鯛字蝋誌哩"
餓目眺麟,輔電鯛嘉､撫昆s齢3撫#職"‘
欝格口佐藤圧五郎=箸，図解木工入門一木製品の見方から製作へ，共立出版(aO3-3947-2511),'98.5,102p･B5,

館協￥2,800

識鰯繍慕嘉徽鯨蝋職撫剛
愛豐ロ林野庁雲朧修,林業技術ﾊﾝドブｯｸ,全国林業改良普及|"会(a03-3583-8461),'98.7,1969p･A5,¥15,000
節5ﾛｺﾝﾗｯド.ﾀｯﾄﾏﾝー著,熊崎実雲訳,日本人はどのように森をつくってきたのか,築地普館,'988,218
番 p・A5,Y2.900
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漱業蔚顔行箏－賃

区分 行 n名

募集国土緑化運動・育樹巡勤ポ
スター原画募集

静岡天竜川流域連挑刺I形成1"
r天葹川･森と水のブォーラ
ムー』

広島|警戒'0年度優良木材鵬jl

東京第34回林道研究発表会お
よび林道研究会発足35周

年記念行事

山梨第35回全国林材業労働災
害防止大会

東京腿家フォーラム,98
H本の住文化を考える－資
源術環型社会をめざして

谷胤li『而|蕊建築m"*imll:"JfiM

区分 行リド箔

IUI1MI

募集中～

10月末日締切

10.16

10．19

(県脚部会場）
10.23

(県東部会場）

10.20～21

10．22

10．24～25

10.27

11．i1．1:1

IUlllll

腿児脇|驚鯉警側竹の大会聡児|皿5~‘

東京’第61ulr漆の災朕」 11.1()～12

山梨日本環境教育フォーラム/11.14～16
消頃ミーティング98

'胤山|fWW"対策ｼﾝポジｳ|''｣6~'ア

名古嬢鋪261動愛知鴫緑化樹木共|1116~20進会

東’賞|濡溌:際家具児本''il''｣s~2】
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10月
1皇雌岡体／会場／行事内容等

側剛士緑化搬進磯櫛（千代田区平河町2-7-5砂防会館内,a03-3262-
8451)／表彰は第50回全国植樹祭会場（静岡県）にて。

北遠地区広域市町村圏事務組合（天竜市二俣町二俣501天竜市教育センタ
-lﾉjaO539-22-0074)/竜洋町なぎの木会館(磐田郡竜洋町豊岡6605-3)/
良好な水環境の保全と創造に向け流域聴位でとらえ、共通の環境意識を醸
成し，流域間の交流と巡携を図る･

㈹広烏県木材細合連合会（広島市南区宇品西4-1-45)／県西部会場：広島
林態rIl市協同木材協同共販市場(山県郡力I儲町大字穴453-1)県東部会場：
県森林組合連合会御ll木材共販所（深安郡神辺町川北北の丁辿42-1)/国
雄材の品櫛、特性などを広く紹介して木材需要の拡大を図る°

林道研究会（千代冊I区永田町2-4-3永田町ピル日本林道協会内，念03-
3581-2288)／中央会館(中央区銀座2-15-6)/林道に関する技術の研究,傭
縦の発炎，交換等を通じて，林道事業の発展に寄与する。

林業･木材製造業労働災害防止協会("03-3452-4981)/山梨県立県民文化
ホール（甲府IIj野ⅢI21-1)/林業・木材製造業の労働災害の防止を図る。

n本民家阿生リサイクル協会（新宿区四谷2-12まつもとビル5階･リクル
ートG8ビル（中央区銀座8)/日本の住文化としての民家を保存･再生・
リサイクルするための社会的啓蒙と，その建築技術の交流と向上を図り，
''水の森林盗猟や民家11『材などを有効利用する資源循環型生活思潮の形成
をH的とする。

(棚公共盤築|"会（千代l1l区平河町l-7-20aO3-3234-6265)/1027発明会
館("i(郁港区),11.4ノL州ビル（橘岡市博多区),11.13大阪国際交流セ
ンター(人阪ili天王台)/国，政府関係機関および地方公共団体，関係業界
における建築IMI係ll|仙員の技術水準の確保および地位の向上に資する。

11月
主lllll､11体／会場／行事内容等

|rrl爽行委貝余（脆児脇711鴨池斯111]･10-1"099-286-2111内線3364～65,
335‘!)／宮之城町総合体育館／全岡の竹林経営者,竹産業関係者,竹に関す
る冊究者禅が-･堂に会し，'哨報交換と技術交流を行い，たけのこ，竹材の
生産川l技術の向上に黄するとともに，需要の拡大と流通改善を図る。

WIjl1本漆_[協会(中央区八丁堀3-18-7a03-3555-1103)/明治記念館展示
篭(港区元赤坂2-2-23)／わが国の伝統の代表である漆の美を，より広く社
会に広げ，「共通に学び，ともに研鑛する｣場をもって，漆界の次代を担う
後進育成に寄与する。

#M｢1本環境数育フォーラム（新宿区新宿5-15-6光陽ビル303a03-335()-
6770)/伽キープ協会・清泉衆（山梨県北巨摩郡高根町清里3545,a0551
-418-2111)/口木各地で行われている環境教育活動の情報交換や交流を図
り，環塊教育活動がよりいっそう充実し推進するための方策を研究する。

li1尖行委只会(jI野iii宇野l-27-laO863-32-5505)/瀬戸内国際マリンホ
テル（玉孵市渋川2-12-1a0863-81-2111)/山火事に関する未然防止対
鮠，消火糯肋や緑のII]1復・保全についての成果や問題点など蓄積された密
度の,断い梢報の交流を行う。

愛知県(名古屋市'l:!区二の丸3-1-2a052-961-2111内線3697),愛知県緑
化水'k産特圃体協議会／愛知県植木センター（稲沢市堀之内町花ノ木
129)/緑化樹木の主要生産県として生産者の技術水準の向上と生産品の品
鷺の改善を似Iるとともに．緑化樹木の生産および需要の増大を図り，県土
の緑化挑進に寄与する。

棚国際家具産業振興会(新宿区神楽坂2-16-1軽子坂田ビル3階壷03-5261
-9401)／東朗〔胸際展示場r東京ビッグサイト」（江東区有明3-21-1束展示
棟)／内外の優秀な家具および関連商品を展示紹介し，貿易の振興,国内商
品取引の拡大，一般消費背の需要の喚起を図り，内外業界人の相互理解と
協淵を促進し、家具および関連産業の発展に寄与する。

林業技術No_6791998.10
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第3報

麗認細日本林業技術協会支部連合会大会のお知らせ騨翻

今秋,日林協支部連合会大会が日本林学会各支部大会との共催で開催されています。

●九州支部十九州支部連合会大会…10月16日閏～17日㈹，16日＝於，
はがくれ荘(佐賀市天神2-1-16)／17日＝於，佐賀大学(佐賀市本庄町1）
大会問合せ：〒840-857O佐賀市城内1-1-59佐賀県林政部林政課大塚・
黒木:a0952-25-71339FAXO952-25-7283

●関東支部十南関東・北関東支部連合会大会…10月26日(月)～27日㈹於，
幕張メッセ国際会議場，大会問合せ：〒289-1223千葉県山武郡山武町埴
谷1887-1千葉県林業試験場岩井：壷0475-88-0505

●関西支部＋関西・四国支部連合会大会…10月29日嗣～30日陶於，大阪
府立産業技術総合研究所，大会問合せ：〒540-8570大阪市中央区大手前
2-1-22大阪府農林水産部緑の環境整備室林業土木係波田・安藤:a06-
944-6746,FAXO6-944-6749

●北海道支部十北海道支部連合会大会…11月5日嗣於，札幌市民会館(札
幌市)，大会問合せ：〒079-0198美唄市光珠内町東山北海道立林業試験
場森林生物部秋本正信：公01266-3-4164、FAXO1266-3-4166

日林協ホームページ

さらに充実に努めています

下記メニューがご覧になれます

【URL)http:"wwwjade.dti.nejp/.:iafta

社団法人日本林業技術協会（日林協）
JAPANFORESTTECHNICALASSOCIATION

(JAFTA)

厄癒臺司顧壽菫丙1
｢百罧緬菫1E至累丙1｢菫甲罰
匡胃蔬言11璽業按鋳目次デーﾀI
犀扇睾丙IEﾗﾗﾗ薑1

催物等案内
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一 bat｢流域管理｣。

◎調査研究部関係業務

9/18,於本会,「木炭等の畜産的

利用方法に関する開発実証調査」
第1回検討委員会。

◎技術開発部関係業務

9/7,於本会,「森林情報の入力・

処理システムの高度化に関する調

査」第1回委員会。
◎調査部関係業務

9/17,於虎ノ門パストラル，大
規模林業圏開発林道環境保全調査

第1回検討委員会。
◎番町クラブ9月例会

9/28,於本会,H本証券代行株
式会社副社長・遠藤勝裕氏を講師

として「大災害時における企業の

危機管理一阪神大震災から学ん
だこと三』と題する講演および質

疑を行った。

■勺今一一一・一一一一一一一÷÷→一一一一一一一ﾏｰ台｡合■■今中年｡ニニー一÷÷一一一一冬|

訂正＝8月号:p43<こだま>|

Fオオカミの出番？！」左段上か｜
ら6行目の32万haは3.2万hal

の誤りでした｡訂正しお詫び申’
し上げます。

-----.--...-..‐‐‐‐‐－－－←‐‐‐－．－－‐‐‐‐‐‐‐‐－－．．．．．．．』

リ

◎海外出張(派遣）

9/7～26,望月技術開発部次長，
和田課長,鈴木課長代理｡熱帯林管

理情報システム整備事業，ベトナ
ム陸1．

9/9～10/8,鈴木航測部長｡JICA

プロジェクト形成調査，インドネ
シアI型lo

9/23～30,渡辺理事,畠村技術開
発部次長。シベリア極東地域森

林･林業協力指針策定調査事業,ロ
シア瞳I。

◎本年度林業技士養成研修

当会主催のこの研修が，9月か
ら通偏誰習としてスター1､し，森

林評illil3名,森林土木53名,林業
機械9名，林業経営50名の各部

門，合計125名が受講中である。
◎研修受入れ

9/9～30，ガーナ,土地林業省林

業局M1･.ManuJamesEric他1

名｢森林造成と土壌｣。
9/27～10/24,ラオス，農林省林
野局M1-.BanethomThepsom-

金最新情報
定期刊行物，出版物，協会主催行砺等
の最新情報をお知らせします。

静出版物案内･販売品案内
篭ま簿に-日林協が出版制作した定期刊
:…稀物(r林業技術』.r森林航測｣),入門
雷'技術解説書等の図醤やビデオ･物
品"内容を紹介しています。

鯵催物等案内
日淋協は,毎年写真ｺﾝｸー ﾙや林業
､技術コンテスト等様々な催物を行って
いまず。その年間を通じた予定や詳し
い内容はこちらです。

◇日林協概要
社団法人日本林業技術協会は今年77
年を迎えた長い歴史を持つ組織です。
その沿革や業務内容はこちらです。

◇入会ご案内
日林協は1万人を超える林業技術者の
会員組織です．会員になるといろいろ
な特典があります。あなたも会員にな

りませんか。

●空中写真
日林協は空中写真・森鉢航測分野では
長い歴史と技術を持った組織です。空
中写真・森林航測に関する様々な情報
はこちらです。

◇今月の不思議
日林協編『100不思議シリーズ」（東京
書籍）より話題を提供します。

金r林業技術』目次データ
F祢業技術」創刊号から最新号までの
r目次のデータ」を収録しています
（全目次アップ済み)。

●リンク集
：林業関係ホームページの案内

林業技術第679号平成10年10月10日発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085束京淵汗代H1|区六番町7TEL、03(3261)5281(代）
振替00130-8-60448"FAX、03(3261)5393(代）

【URL)http:"www.jade.dti.nejp/Fjafta

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publishedby
TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会機3,500円・学生会賀2,500円・終身会澱(IN人)30,000円〕

|水業技術NO.6791998.10



森と木と人のつながりを考える

(株）日本林業調杳会
新刊図書のご案内

http:"www.woodco.jp/ringyo

’
上

地球温暖化と森赫・木〃

森林｡木材は温暖化防止にどう貢献できるのか？
日本林業調査会編A5判300ページ3,000円(〒210)

森林・木材と地球温暖化とのかかわりをQ&A方式でわかりやすく解説。IPCCの最新レポート
や林野庁の検討会報告などを収録するとともに、温暖化防止に向けた各国の主張、論点などを〔11月刊〕
改めて詳述。これからの森林づくり、木材利用を考える上で必携の1冊！

’口 時代の日水林業へのメ シセージ国 際

国際競争の中で構造改革を余儀なくされた日本林業の道筋を示す！
安藤嘉友(元新潟大学農学部教授)著A5判330ページ3,500円(〒210)

昨年秋に急逝した著者の晩年の主要論文を集大成。広い視野から次代に訴える！

（目次から)I日本林業の展望Ⅱ木材市場の変化と新しい流通機能Ⅲ木材の内外価格差
Ⅳ国際林業研究の課題V中国市場経済下の木材流通実態Ⅵ記録「木材とだけつきあった50年間」

の祢業発展と市場経済市申 国

市場経済化が進む中国木材産業･流通の実態に初めて迫るI
村嶌由直(京都大学大学院教授)監修･陳大夫(京都大学農学博士)A5判176ページ2,200円(〒210)

（目次から)I中国の森林資源Ⅱ中国における木材生産Ⅲ木材流通の展開過程
Ⅳ木材流通の現状V木材需給の展望と流通の意義補章／中国東北・国有林経営の現状

森林ボランティアの風
一新たなネットワークづくりに向けて一〈新たなネ

森林づくりの新たな潮流を最新取材で紹介！
（社）国土緑化推進機構監修／日本林業調査会編B6判251ページ1,500円（〒210)

（目次から)I森林ボランティアとは？Ⅱ森林ボランティアの横顔一各地の取り組み－
V資料編(国・自治体の支援施策ほか）Ⅲ全国リストⅣ企業等が進める森林づくり

－

|定価聿
巨

々
~ロ図 編・著者

インドネシア合板産業
荒谷明日兒著￥3,000

一その発展と世界パネル産業の今後一

｜
’

地方林政技術者懇談会編
林業技術者名簿 都道府県庁1998年6月

森林･林業データブック1998年度版
最新データをポケットブックに満載1林務マン必携の1冊!！

日本林業調査会編

|灘葵熱
|齢驫二

'零45｡’カーリーンの森！
業白書シリーズ第4弾

橋本陽子画･林業白書研究会編￥450

総合年表日本の森と木と人の歴史 (社)国土緑化推進機栂企画･監修

古代から現代に至る森と木と人の歴史｡我が国初の総合年表

’’
お申し込みは、FAX（03-3268-5261）または郵送で（〒162-0845新宿区市ケ谷本村町3－26ホワイトビル）。
近日中に振込用紙とともに発送します。2冊以上お申し込みの場合は、送料をサービス致します。
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東京腱業大学教授西尾邦彦/著
A5判/136頁/本体2,800円(税別)/〒310

森林′､j亀の研究フィールドである森林・111地地形は起伏が多
く，測11t..jその班論と災践の典ﾉ<成の場として．興味の尽き
ない教材である。御の記職順序は，初めに各種測鼓器機
の櫛造と．その器機を州いた測雌法について説明した。各
種の測城法のI肥述が進行するにつれて，それらを組み合わ
せて一つの測城システムにまとめる方法，その場合の測定
賊の処理の方法を記述した。水耕が測競学実習の手助けに
なれば雫いである。

静岡大学農学部教授陶山正憲/著
A5判/250頁/本体3,200円(税別)/〒310

災害を未然に防itするため没臘される椛造物は，長年にわ
たってその機能を確実に発揮し続けなければならず，科学
的な喪付けに基づく合理的な設計を行うことが不可欠であ
る。本諜は，苫替のこれまでの研究成果や森林総研時代の
豊富な知見をもとに，榊造物の設計に際して必要な理論等
について．特に著苫の綱I1Iとする材料･力学の観点からも解
説を加えた好普であり，聯造物の設蔚|･に鵬わる方々に大い
に利用されることを期緋するものである。

Ｉ

木棚安定供給の確保に関する特別措置法の解木棚安定供給の確保に関する特別措置法の解説
一持続可能な森林経営の推進一

森林基本計画研究会/編
A5判/440頁(カラー口絵8頁)/本体3,900円(税別)/〒340

木材安定供給法制度研究会/編
A5判/362頁/本体4,200円(税別)/〒340

AppliedsIopeIandhydroIogy

東爪入学稿拝教授山口伊佐夫/著
A5判/526頁/本体3,800円(税別)/〒380A5判/240頁/本体2,913円(税別)/〒310

緑の募金研究会/編
B6判/130頁/本体1,166円(税別)/〒310

林野庁林政部森林組合課/監修
A5判/166頁/本体1,845円(税別)/〒310

－

■ 野生動物と共存唾〆 実用新案登録済

サチューブヘキ チユ ■■■■■

弾し．皇巳

シカ・カモシカ”ウサギ・ネズミ

食害完全防I卜
経済効果バツクンノ

スギ・ヒノキや

その他、広葉樹

などの植栽木に

広く使えます

★下刈り軽減

★根曲がり防ll:

★裾枝払い不要

★植栽本数の減少

★小硝の植栽可能

★無節の元玉

★誤伐防止
専用の支柱及び当社Iﾙ1発のI制定剛タイ

ラップを便川しますと簡単にヘキサチ

ューブを般世できます。
、

⑭e綿$冒認蛎欝
〒598-0022大阪府泉佐野市士丸I912

TELO72‘l-68-0776

FAXO724-67-I7羽

(京棚研究Ⅳ『）

〒613-伽別厳祁府久11郷久鋤11町催111衝ノ【I脇1

1．1本ブァミリーピル2F

T肌077.↓-㎡l6-1531

FAXO774-相－15鯛 Iミニ温室効果による成長促進
写興は植椛綾3年目、チューブの長さ2m

蕊地球証粟茨識振
〒107-0052東京都港区赤坂4-3-5/振替00120-9-195298

ー_－一一一一勺一

『■一

aO3-3585-0087㈹/FAXO3-3589-2902

現代林学講義9森林測量学 治山･砂防工法特論

21世紀を展望した森林･林業の長期ビジョ＞

応用山地水文学 _蜂保安林の実務

緑の募金Q＆A _林業労働力確保法Q＆A
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測る
あらゆる図形の座標・而積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同|侍測定できる外部出力付の

測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け ~~聖 ’’ 検査済み±0．1％の高精度

写興はスーパーブラニクスβの椴準タイプ

スーパープラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して
いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご脳入

されたときからすぐ士0.1％の高精度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’’コンビュタフレンドリィなオプションツール追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーバーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

プー1－フークスβ(ーﾀ）スーノ

や外部出力付吟
標準タイプ･…・・

プリンタタイプ

￥160．000

￥192.000

’（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

－、〆

豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高|朧スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長、線長

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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日林協の新刊図書口林 新 書図の
■前橋営林局編
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オオタカの営巣地における

森林施業-生息環境の管理と間伐等における対応一
■A4判･152頁･カラー図版■定価（本体4000円十税）

●人工林や二次林に営巣することの多い猛禽類の特徴等をまとめ、どなたでも種を絞り込
めるように識別点を解説／

●より多くの野生生物の生息環境を生み出すような人工林の管理について解説／
●英・米でのオオタカ生息地管理法を紹介しながら、わが国における林分管理方法を検討／
●間伐を中心に、実際に施業を実施する際に注意すべきことをマニュアル化／

第1章人工林・二次林に生息する猛禽類の一般的生態オオタカ／ハイ
タカ／ツミ／ハチクマ／サシパ／ノスリ／比較となる種<執筆者〉

第2章人工林等の管理について林分管理・林分配置の基本的な考え石塚森吉（森林総合研究所物質生産研究室長）
方／オオタカ生息地における林分管理・林分配置 遠藤孝一（日本野鳥の会栃木県支部副支部長。

オオタカ保護基金事務局長）

筆3章富喋艤磐瀕擶謹,蕊霧雲鱒璽鍋鳥騨墓醗冒駕謹熱授。環境の整備
前・森林総合研究所東北支所保護部長）

参考資料検索チャート／飛翔時の注目点／レツドリストとレッドデータ
ブツクのカテゴリー定義／参考文献

開発援助に携わる人々の必読書｡授業教材としても高い評価｡関係国でも多くの翻訳一待望の日本語版登場ノ

マイケル｡M･チェルネア編／“開発援助と人類学”勉強会訳

開卿に艤醗’
開発援助は効率的に行われてきたか？地域鯉菱竺A鎮卸畷鎧茎Z堅竺ｸZE,"1章）
の人々 が真に求める援助とは？－編者〔実施ノロジエクトのさまざまな局面とその検討〕
は世界銀行の政策ブレーンとして活躍。開灌潮プロジェクト／入植および住民移転プロジェクト／畜産プロジェクト／漁業プロジェクト／林業プ
発援助のあり方に社会学･人類学の立場かロジェクト／震村道路プロジェクト(第2～11章）
ら迫った信頼篤い指針の書。〔プロジェクトの評価・受益者の参加・社会データの収

集〕（第12～14章）

国内各地を訪ね歩いた女性フオレスターの眼で、海外から訪れる人たちのために書かれた日本の森林・林業ガイド。

THEFORESTS"RJAPAIJ呉弟漁具恵鵠“［萸語賑1 省・林木技術センター主任研究員。農学博士
B5変型80頁定価(本体1000円十税）

著者は東京農工大学農学部客員研究員として来日。自身の経験から「日本の森林・林業

海外への紹介資料、について、そこがどんな森林であり、どのような林業が行われているのかJを知る英文
備え付け図書として最適。情報の入手の難しさを痛感｡本書は､海外からの視察者や留学生のために、同大学木平

教授をはじめ著者が訪れた各地の方々の協力を得てまとめられました。

ｐ

林
業
技
術
第
六
七
九
号

、
定
価
四
四
五
円
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
送
料
八
五
円

森林の地理情報システム(GIS)はここまで来ているノ各界に大きな反響ノ好評発売中′

森 熟増穂彊
求 本林お求めは…… 業技術 事業部まで協

今
云 業部社団法人日

〒102=0085束京都千代田区六番町7TEL､0
図書のお求めは書名･冊数･送付先･電話･氏名を

03-3261-6969FAX､03-3261-3044

r明記のうえFAXでどうぞ6
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